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Ⅰ　農民の建設労働と農村資源需給の変化
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の形成過程大躍進政策
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業への需要とが対抗関係を形成したのではなし、か

という点にある。

第I節では土地改革以後農民（いうまでもなく，土

地改革の推進者であつに雇農，貧農，下層中農をさす〉
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民家肥料作り h石炭需給
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3. 欽

II 農 JcC <tf 】良市給f; ｛／＇化と手工定の！！｝編！克 水利建設が拡大再生産iこ関係する自家肥料作り，

農具補填運動の三ノ-:iにどのように参加した

かきそれによ η て基本建設材料にどのような需要

が引き起こされたかを整理する。第H節では，農

i軍務~.
）・工業投資と三手工業

段上＂＝J）自立がJ建設活動と1＇仁業
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チ：工業段'i'tJ〕何1穏と農民の投資に kる術協

L、くつかプ）批士flj
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2. 
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手工業とくに農

村・県域手工業にどのような変化をもたらしてき

たかを検討する吃

筆千fーはすでtこ本誌 1967年12月号「大躍進の内評

価」で，都市人口用の消費財不足という視点から

農村工業化の路線は有効であることを論証した。

人民公社研究は農村工

民の建設労働と大工業投資とが，

そして1968年l：！月号では，

告、ー

手工業がふたたび費

農村工業化の路線を形成中る路払，，、とたるが，
、j
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1956年後半から，それまで軽視されるかあるい

は放置されていた地方工業，

このきめきn:19日付年からの

カ1し

励されるようにな J Jた。

l土

111 1:'1 

2. 

業fヒを実現する級織という視点からなされなけれ

ばなんなし‘ことを主張した。二本論文は 1%7年1三月

都市人口用消費財の不足を軸にした大躍進

路線の説明一一別の言葉で言えば，

乃の，

論では，なぜ喫励されるようになったかを検討し，

試論的仮

J:l也

その検討過程で発見された問題につき，

説を提示したいと，思う。おおよそ川掲題；土，
大工業投資を

農民の自発的な拡大

これが第E

この両者を統ーして中国経済の

再生産活動から大躍進路線の形成を説明しようと

見方にたし、し試論的仮説を提示する。

軸にした説明一一一にたいし，

fるものであるι

改革に立しあがった蔑民がひきつ J jき自発的に建

源の需要構造の転換がもたらされる。反面， 195:l

某本

その資

；；三村の未利用資

年からの大工業への大々的な投資によって，

建設資材，農産物への需要が増大し，都市手工業，

きらに、

設tニ念力llLていくことによって，

源が漸次利用されるようになり，

資料上の事情で十分議論がつく

この点は将来資料の発掘をま

なお，節である。

せない個所がある。
ひいてi主農村手工業主でが大都市工県城手工業，

って埋め合わせたい。

農民の建設労働と農村資源需給の変化

農民的土地所有を実現した農
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この節の目的は，

I 

問題は，

工主j

業によって巻き込まれるようにな J Bた。

農民の自発的建設労働によって発生する需要と大

工業投資によって引き起こされる地方工業，
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7K利建設，畏只製造j） ーつのF:/J・農家肥料生産，

そしてそれィ領域にど，11ように今／Ji！し一ごい）tこか，

lて農村資源グ）；需給状況がどのよろに変わマヤl二上
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この通企；t効：二施／l巴していたとご汚えられてきたG/;o:[£1範［！十iで幣

{,in.~ れる 7）：土 10,q士山単 ／tu；： 必＇~であぺ－－； 0 まfニ，

日l次 5ブl年計山期it大i二業建；没と H:i'c支持改造
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都市近郊の農村を短期間旅
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今日では 4億人の成人が I｛怠2000万
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ノレの声を聞くだけで十分であろう。 「外国人調査

者が大都市にのり入り込み f主要な河川及び商業通

路を旅行していた聞は， 支部に於いては“あらゆ

る土地”の一片までが耕作されてゐると考えてい

た。かくして， 支那土地関係の権威者ジ百ンソン

は，耕地面積は総面積の50%に当ると者へた。支

那研究がよ P基礎的になるに及んで， ジI：：、してそう

でないことが明白となった。官庁総計によれば，

耕地面慣は総面積の11. (i＇＼，にすぎなし、！山： l)

そこでわれわれは主ず解放時の施舵状況をみて

おくことは無益でないであろう。第 l表は断片的

統計をまとめたものである。人糞尿の利用とし、う

場合， 有効性はとわれて，＿.，t；；.い。有効的抱月巴を考

慮すれば山%はより低下すらであろう t のちに述

べるように1952年から隊小屋作りが始まった。

1958, 59年には大々的に家畜小屋，便所作りが行

なわれた｝にもかかわらず司放し飼し寸A依然とし

て40%ということは1950年前後では 60～70%が小

屋なしであったと考えてよかろう。

第 1：表 人主主！ま刊用度

！年次！手I］旧）Jll:(%)

全国人糞尿 (l) i 1954 1 

J人糞尿！ 1953 I 
湖南＇（ 1 ' 1牛豚糞尿 I1953 I 
豚小町しの養豚〔， • I l田91

60 

012.4 

10 

（出所〉 (1）農業部土地利用総局「為1955年農業増産
準備充分的肥料」（『中国農報』， 1955年， No.1), 
23ぺ－ , . 

(2）湖南行山林庁「湖南符1%：！年的肥料生烹J(Ii'中
国民；-fl[.1954年， No.1）、 26ページ。
(3）中華人民共和国農業部「関於狐緊冬季積肥運動
的緊急通知」（『中国農報』， 1957年， No.22), 2 
へーシ

作物がらの得用度はこjl にたいし， よいようで

ある。パックが1929～33年に行なった122県の調査

結果では，作物がらの用途別構成比は各作物別に

詳しく調査されているが，利用度そのものについ

ては判断の材料が提出されていないようだ Jは 0。

ただ、総合表に「剰余百分比jの項呂がある。こ

れを統計上の不突合と考えれば判断材料はないと

るが， かりに生産と用途との盤と考えれば，

ナてられる部分はきわめて少ないと断定できる。

たとえば， 大麦藁で 1%, トウモロコシで2%,

稲聴で4%である。 日本の南満州鉄道天津事務所

が行なった河北の調査では｛乍物がらはことごとく

利用されつくされることが知られる。河北省、遊化

県成家棄では「燃料はすべて自家生産の作物茎稗

瀬を利用し，不足する場合は山地より草を描き集

/h来り之を補っている。燃料主将の主たるものは

以夜、得，包米梓，大豆茎稗，その他一切のi1l株等

である」（司 5)（傍点引用者〉。向調査のほか報告書

はいずれも同様のことを述べている。のちの検討

でみるように、有機肥料作りが始まるとまもなく

資源不足が顕｛E化計ることを考えると，作物がら

の利用率は高かったといえるようだが，二つの調

査報告から結論をIllすことは 7 ゾヤールの批判を

{!iiくことになるかιしれなヤハ
このほか河泥，坑土，庭の土などの有機肥料の

利用度の問題はあるが小論の目的とはずれるので

irinじない。

人畜糞尿と作物がらの利用を地域別にみよう。

次の資料が全国各地域の施肥の状況を最も簡明に

あらわしている。 「一般に，南方の水稲地匹は農

民を~］.織し，縁肥田の施肥管理を強化し，その単

位前積の産出量を引きあげなければならない。ま

た，大衆を発動してより多くの養豚を行ない，人

主焚涼をため，沼？池泥を掘り，どぶ肥料を作り，

？！己用船を建造して河泥をよく制り， 石灰をtたくな

どのことを行なわなければならない。

准河以北長城以南の平原は肥料作りの習慣があ
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る地区であるが，肥料棋の利用度の引きあげを重

視すべきでふる。 ζの地区でな大部分が人収を使

用してU、ペヤ。人尿の窒者合:ff量は高u、のでー

この地区の人尿利用を大々的に提唱すべきであ

る。同時に、繋豚による肥料作りを発展汽せなけ

ればなら？仁

西北，東北，綬遠－， 内家古および関内の多くの

〔便所なし，家畜舎なし〕の地区では，農民が便

所を掘り， /li-J、屋をつくり， Z正舎を建なして人畜

糞尿， 枯葉；＇： J:.＇の肥料品〔を十分に利用 Jみように

しなければならない。

山岳・丘陵じまでは羊を放牧し， 役畜を適度に発

展させるヒろ促唱すべきであ石。

綿花地帯てtI，豆がすを家南用飼料i二L,'i＜畜の

糞を畑地に利用するようにしなければならなし、。

交通の｛更がよく， 炭坑の近くでは，石炭所を建

設し，；J¥11;;,,:ri炭を用1.、る「ヒうにし， fMれ込らは

できるだけ堆肥に用いるよう組織しなければなら

ない。

主に商品肥料を施用L「1家肥料作りを＇ lttはしな

かったt也氏 たとえじ河北？？天津専iι 広州市
郊外地区などはコスト計算をして農民がIヨ家肥料

生産活動に励むよう努力すべきである(n6lJc,

中国を施JJ巴l片況からsJむ［｛l二分類すふことが可

能である。

Lイ）南方水稲区；：有機質の利用は最も進んで

いるよ円である。 し；）＇し先の第 1哀がi市行でみ

るように，人糞尿33%, 3：喜糞尿4'.:;.4＂らという

利用率を考えると利用度向上の余地は多い。

（ロ） 准河以北長城以南の華北平原一帯；堆肥

（主としてj二万）の習慣はあるポ液体の）.~ B土利用さ

れてU、な：、r 糞は乾併として用いられてL‘る。

尿の米利用はアルカリ化土壌との関係があるよ

うである（It7)0 

ラ。

判東北，内家古，西北および全国各地の山

！ιf王綾区、便所なし，家市舎などが一般的で，
{t機質のnE＊’H:IJJtl度が低いものと思われる。
（ニ） 綿花地帯；華北，華中で立かすの利用は

将及していたようである。

（ふj 都市近郊ド：；商品肥料がはいってU、るこ

とが知られる。有機肥料もよく使われていたと

考えられる。

(2）農家肥料政捺

解放直後の民業建設は水利の［11]1比病虫害の撲

滅がおもで，肥料作りは最重点でなかったが，そ

れでも， あちこちに農民の主体的な肥料増投運搬j

が九られた。従来、施肥が少なか〆〉た西北部では

「？？、医省の小麦畑には 1畝平均4（）年より，車三ff 

多く望者を施肥したし， 険西省中原の綿田では…ぃ・

大；wで3～5杯（前年より0.5-2材、多く〕施肥しJ
' iパたことが〉；町＇i'，＼れている L，比較的施舵の多

か 3た湖南省では 1肥料問題では，今春，石灰む

ろを凹復させて肥料の需要を解決した。各専区・県

山 ＇；f}JIこよフてす lfらしい成果をおさめた。 11千住

された石灰むんい三万9747華妙、に、 1｛：意1392万fi!W

斤を生産した」（｛！日）と報じられた。

しかし，回複期の農業生産の基本方針となった

「l同1年の農林生産にかんする決定J(195111-2 Jl 

21りには， J.'.'zfio) li( nE 作りは／l¥てこない。 1%ヨ

年2月15日に発布された「1952年の農業生産にか

んする決定jのfよかに， 基本方針の重要な一環と

Lごわ］めて全！ヰレヘルで有機質肥料の増産が左な

えられた。養豚を軸と豚小屋作りと有効な施肥方

法の改善の二つが打ち出された。のちに判明する

ことどが，肥料政策ほ「以農家肥料為主，商，＼，＇，肥

料為輔」というスローガンが打t)H＼されたという

（白10＼経済回復期全体の農業を総括した李香城は

「肥料作り，施肥，選種，浸穏，病虫害防止活動
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iごを（生活it11n干LI1:3年），63～65ページからfhx:。
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i走行＼1：ヰゴ！な今昔」（統JHll版社， 1958年）、 184ぺ

' r ;,;c大限度地同府一年生保i物繊維造紙J（『中間
！！雫：仁でJ'. 195片年， No.4), 3ページ。
川 rm・菜leflf茎葉足一極左f飼i斗J（『中［Jilt~報』， 1958
f下ラ No. 4), 7ぺ」ジ。
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「） /;tt早i奄主主で入れると ＇..！ i(ll（）（）（）万トンに達す

｝きりとi上し てL、

市；：去：tf↑中町！がらしりf’？i'Uまの存立 1i十である 0

やJI日rt:t '..1心t:I-i二.L:! I二；IJ 。
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ないえ，，， 比較的綿棒jに利用されていたのでi土-J:(¥ 、 かし飼料用が非常i二低L、。 この点は統計上の問題

かと脅えらit＇る。 か；1fか確力込めようがなし、。

作物AAの干I]rJ11再造：_j:;5；のとおりであら G そこで個別材料のなかから作物藁の用途の変化

この去の特徴i土日 liこ『肥料；ぅ：はい 3てL寸心、。 を；白 tてみたいp 個々の資料では次の［JLjつにまと

二L) ｝，＇.，：、をどり解釈したムよいか＂ PSl;iと敷葉土を められノるつ

一緒；二してL、るのか， ぞれども京市舎がノレ江か y （イ） 燃料（，二 f~われて，，＇た糞が肥料へ転換

たために敢誌は統計に／Uてこなかったのかわ第三 （ロ） 作物がらの燃料用から直接堆肥問へ

；士、作物事かじ堆肥へのi反応的［吏月］がf;,"＇，、 n¥ （ハ） ft：物がらの燃料mから在，，Ji斗月j（何と敷：山刊）
c')t主税では／＂.；えられないこことである。引けい， へ

燃H用途が叫に多いっ青［ミPをぺげたIi物；.t，，、寸jl （斗 作物がらの燃料Jtlかん裂キJt原料用＇＇－

1, 4ft'北、同北司 東北を主産地土十う 2 二勺地］Jで （イ） II I東省flJ県では家夜空言を燃料として用いら

はfi(J～9(1'＼》が燃料；ニ｛吏HJ3わると μ売L＇べ Eか。二 i1 ＇.；、＇，＇1慣があ、たが，燃料｛庭用をやめ、月［Nに転

A lにたいし，稲葉しつ燃料使用；土飼料使用より｛氏レ。 用するようにii.＇》た（ (I 11 0 

f11~1}1_後山花，；十；土ごつある。 （ロ） 1956年に／）ぎのよう h一般的傾向があった。

気5表 19:,0～SG"t（つの作物がんのHli会＇，）＇Jl七 円ら）

;jj 

伺

if.主

不十

ヰ｜

lじ

,17 

01:J 

子

（出所）「我国＇.＇：； ti"実，心力、岐！九段械紡織，主tri¥
工業的今1¥二』， 22'.Jぺ－.） ' 

第 4 去と，:if~；右に比較す一ることは統＂i‘し川

11.j:,:!J＇.た V、心（： I 1い］干：ト＂ ）甘J主右込士干））記し、ご」、る、二どi土

印j白であろ b〕J ‘‘自，；J料”用途♂）なかに｛｛i長肥；斗：HT ！ 

がふるか百か：f二i引jである O 他山一つはft；打友にm
載された安f;:1.ill七ーで， 正｛／，:f:i 'ri、nfiTii.＋~ 用 i釦）IJ典型

調査である乙

ノ、、ゾクの長と比へてJt!.什l)jjがかえ〉てi打力11して

し、らが， 肥rlJ干！としと］ :rfi ll 7う‘もっ iTられた勺 L

M6表安ii¥, ;i1江，江蘇：＂.'fl'総議rt!ifjJ!J .J司Jff

用 ？金 ；；与 1& lt(%) 

J:1:1, 

ti料.) 
府 50 

自司 R1 15 

l巴 市 Fi 

主主 m 》

（出！日「大公；ii』， 1962f¥2R月2211,

ラ2

[J見ず［， 多くのi也！くで大守的に“青ti:を堆月巴に”

とか＂ 11'物が（， をB-lへ”とIUj.ばれているc 民し、も

なし これは！l巴キい月産の Aつの方法であるυ しカ‘

L、N1s，：，多くの良産物flがらは L、ずれも良好な

家斉飼料であるつ まず飼料に J J治的、それによって

得られる資f更を肥料にすれば， この）jがずマ yとよ

L、ではなL、か j I 15) 0 L、うまでもなく， f乍物がら

がそのt'l:.田畑に jーさ］逗されらこ左に対しておt'J'.IJ

して L、るじ先にパ yク調査と関連して，中Illでは

作物がらが堆肥にi区妓使用されてし、たか否かの疑

問を／Llしておいた。 とのうi用から存地で直接的な

すき返しが行なわれるようにな.，たことを知る。

この力法は 1958年以後もむしろ、見励されたように

Hl .・.’ s Hi 
必C一、 JヘーペJ 0 

（ハj 家奈の飼料ノ、ランスを詳細に検討する余協

はなL、が， 50'I三代前＇l三では了二つの人ふきな動さがあ

る。 ゐつはソ連のルイセンゴの提言で豆かすを肥

料から飼1斗へと向ける方針が出されたれi17、。しか

し実際 lリ5,1年頃までは肥料としての豆かすの｛型、給

はげl!Jllし亡L、るυ
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高三（上司 l汁5；仁川午に湾入された i.'2-'0:f主牧！の {J~

1＇！＼制度によ Jて共産物原料r.tti¥ lti It訪へ供給され

J?Ht, Y,¥i吠び）民産物）JIil工j誌は！京朴＋足（i）ためは

ノどん； :r~産し， 多い叶がj産：をみたυ この｝，＇ょにつ

いごiよ第コtm-cjお，；，tずるが，農村， 以上成山農産物

力II工子工主刈（frJ廷に J:’i副産物L乃島J:¥'1・，うiとられ h
（ふ J lに＇ ＇）まり， 設業→農村・山城fT：主

1rとI，、－＂J＋.｛グJfli'It'点心的rt) !JJらjんとしりである t lメIo

第li欠5カ年＂ 1-1両fJt，月に部1ri食111111:1て主が出村へ供給

したi1'1リ崖物i：よけ出万トLでん v pたとドう、＇ I['!) O If-

；こなおせit7:1Ji卜／にすぎた＇， '0 断tパ;JJられf二｛活

上誌を補J民ずるにはあまりにι少t;:1与る。
かH、lv'J不！己ij ] 'I日；i:fかC,S1年i二刀、，-tC 'd忌iこ？？

i!l±l的；こあ「） ;j ) ~ lていら I 三ii,, 三日イl1（渋Jiit；が；；：！：/i¥lJ

i!tJ%V内決／•｛自；叫｜を Ni¥1 して守 f'I：物ノy;1¥ v1'i'll飼料，

~If 菜しづく T／，；ど（IJ1'J'・自i外1山長、たである〕］（）5,1

'I之江位百太1r以；｝－:,cJ坊でJ,f/.5：完成功したγ～カリ｛仁似

唱に上く：）iii )}fi] i、＼ J) ~l: (: : t ' そ円台j)J ；＇）〕〉のあら

われでよ＇）ど J ',, ' }([  "klうtt,,f;l;;f；ミJ主内全どんえゐ

ことに t＇＇て噌 f:f，“｝不；こを生丸、.~ ，・）；こ11tn t-1¥I ;'.l, 
ii拘が；， : i'J,::r,；；に大c'!ii: ti響 (i::I j-；.｛ 九 y このI/¥J/:：む

こそi:H:, D1iでj少Jl；，前（t'Jiニ！日nmとδJ）な；t;Ji. i工／；（ (, ！.仁

', ・li、である。

凶作物から山i需給関係を変化3せたほかのrft

要な要悶l土製紙工~，！） 長!Ji{，］である。木村は中［I誌で

品も不足してL、る資源、c＇）ーつであり， ；ほ原料にJI

木材資臥均‘もらいられなけれ（f、ならぷヤ0 19S2句

t二“－1,'{J打、 ll.,Yを主と L，木材パ ・l 7°を｛止とする

という J:Jj;i;J; H在 ：｛L され， U、 l~ 京‘ I「訂！：のしほ n

｛平 itなどのほかi'-(f物がらの｛史m;; : ＇ ~1/Ji!J される

と1にぷ－ t二 I "~ o そ，／i t0＊，オ叫すの｛史HH-ヒド；主

195:l 'F-;T) :18 . :.:. ＇：：，から：ロルへとillおtI_ ；－..＿。

n1：われわれは総体的統計と個別氏料で11'*＇？＇／が

らし川市1主＇1JIJ変化をみてきた。 二のl<i'i"・tをとおして

大i企業投資を媒介とし，また農民の白立的な労働

投資企媒介として，作物がらが燃料用途から肥料，

帥料苛工業用途へ転換されてきたことが判明した。

二して次のような驚くべき事実に直面するのであ

く、リ ~l はは［L\·1三商業機関が農村， ffl¥ni，鉱区、

鉄鋼・機械・逗力・交通の4部門に供給した石炭

のおく民変化と地方行炭また土法石炭の生産量推移

をノ；i:9七のである。第 1に注11j二之さは，国蛍p,'fj

主機！Y:Jから農村への供給量の増大卒は 4大工業・

交i山i¥1111守への供給をはるかにi支いでし、ることであ

る。第 1；大5カ年計画は工業優先であり，重工業

優先政策であ－ ' jこ。とりわけ，鉄鋼，機械には最

：五点がおかれた。にもかかわらず， これら；取れjへ

ρりは；訂式市力［！ネのほうが低νのである。 または期

11¥Jにおける都市と農村の人口増加率は第 7N.で示

iとおりである。にもかかわらず良村への石炭供

第 l図 クルー7)1lf:l:if*'J-:_j){i自民F推移 (195Z=100)
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第7表 1952年から1957年における蔀rli,

農村の人口問大才

分 主f'Iとだ］）曽大率（%）

幾

，節

村

市

人

人

日

日

2.21 

5.31 

（出所〉 石川滋『中国経済の長期店主塑』，昭和39年，
49ページ。

給増加率は都市へのそれの2位九二斗L、あきらかに

大きな構造変化をみなνわけにi:;:＇，、かない。 第2

；足付の土法手掘り生産がお年：士山年に比して
，ヂ
' ーー， 

4惜になっている。土法は 19印年10月にいくつか

の理由から縮小の方向に向かう指示が出されてい

る。われわれは今一度（注6）の方原，陳啓略論文を

想起する必要がある。すでに53年の暮「交通の便

がよく、 炭坑の近くでは、石炭配給111を建設し

在民が石炭を用いるようにし， {'le 41,] 1, ＇らはできる

だけ堆肥に用いるように忠良 しぷifればならな

U、」 と述べている。 さらぷ二の慎銅料問題解決の

ためつぎのような方針が出されてし、るc 「各種作

物がらは飼料以外に農業区の基本燃料でもある。

毎年この方面に消費される盤は莫大である。 条件

のあるj也方では， 作物議をiii'i¥Jし亡石炭の使用を

出：I品jA きである（注23¥ i1ベしてレ pたん打ち出

されfニ士法小炭坑縮小ゴ〉政策；JVくt,1953年の末

農民の肥料作り運動とともに変更への圧力七、 （）、

にさらされ， やがて 1956年の急速な工業投資期を

へて， 1957年4月12日中央をして小石炭坑を発展

させる指示を出させるにいたるのである。

2 建築材料

民刊の建築材料の需船出｝［，；こl'JJ係をもっ投資活

日；士家屋，作業場，便所， 家畜ノJ,J~； h どの建築活

長］Jと.1](;f:IJ建設がおもな 11，のである。 ここでは先項

と同じく農民による農家肥料作り運動と水利建設

運動とをとりあげる。 ここで建築材料というのは

う4

セJント，れんが， かわら， せともの， 石綿など

をさすが， 資料のつごう上セメントのみをとりあ

f ）か ；｝ 0 

(1) 便所・家畜小屋建築運動と材料

先lj{の作物がらをめぐる問題は，農民の肥料作

り連動が米利用の作物がらの利用化という側面よ

りは既利用の需要構造変化の問題であったc 人畜

子tJ小I) I l¥J [illは未利用部分の利用化が中心It¥J題とな

る。われわれノの問題では未利用部分の利用化を可

能にする施，vがどのように整備されてゆき， 建築
材料にどのような需要をもたらしてくるかという

問閣である。 したがって都市糞尿の利用度の向上

はあっかわれない〔汁24）。

すでに先項で東北，西北，内装古，企国の山区・

丘陵iベー一f;j＇.）：で：士便所・家畜小屋がな L、ことを述べ

たり上り jL体的に糞尿施設をみておきたヤ。

J七二IJ,

あ令。

-i(c:1七一帯についてはつぎのような説明が

l苦手3北の多くの地区は通常人糞で豚を養っ

ているが， この習慣は改めるべきだJ(/125）「人糞

成はあまり利用されていない， たとえば北方では

多くの地区でほとんど浪費されている。 便所には

そけどめがなく， 糞塞tこはふたがなく，家三ii1］、昼

μないのが一段的である」（注2ti）。ill東省府東地区は

人出爽尿（i)使用は普遍的であるが， 貯蔵法がよく

主よいため損失ぷ大きいと指摘されている心｛別。同

じ山東省でも箪陽県では豚小屋がないことが報告

されている〔注28〕。河南省は 400万頭の豚の中50%

以上が豚小屋なしで飼育されてU、るという（位29）。

平成［［べでは 1958年安徽省が何千年の“人は便所

なく、！持；，羊は小屋なし”の状態を改めつつある

とWiuされている（注30）。

本rtlで；t，湖南省が f一部地i出立豚舎， 牛舎が

なく，豚や牛の糞を肥料に用いる習慣はなく」（注日］）

第 l表のように30～40%の利用度にとどまってい
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。。湖南省、J上 部地Lく；となってし、今ことにi土底。

華南では描建省が山区・丘陵｜乏で豚小島がない

ごと J情報じ心れていろ r 同建省、の平原区IJ）三月i作

地帯はよく有機肥料が用いられるが， 同省の潤，

jじ！ド部の米f1：平作地イ：＼ ( 111区） it＇.＇ゅう山、んに用

いられていなL、(i]:l針。

華南山区の似lは八路市．の「3大紀律，八項注立l

/J) ;;_ hに出てくる。ぷ終Jf.jで「11/:r＇！；こ誌を， ) 'tよ，

便所は人家から遠く離れた所につくること」 on:n

＼、う項目がふるが， 人；尿と）立佐とが続践に結

びついている地帯では便所を人家から離して作る

とい円考え方は出てこない。

にが糞尿，，＇）脳肥利 111；こは次v'> 1:L)つの段階があ

る。

（イ）地、1U.接に放i仏脱糞jるか，かりに便

所の形態はあっても i留めおいて施肥するとし、う

竺どはせ＇f，漏洩にt/pせるつ

（ロ） 居住（川明に除法して使，Yr .家畜／ト庄がL作

られ受i留めが作られる。 しかし施肥はこの設備

のす下量情ilLiこよ－；）て（il；＿ われ‘ 1'1物の五世一時期

と一応切り高佐される。

v-) 1画 1.ih~n巴溜訟 i1/i1 主建設する段階。 この段

階L達しと初めて， 作物の需要其iHこ応じ Jヒtf効

な施肥が可能となる。

（斗水洗

先の八路箪紀律にみられる段階は沼1段階であ

り， 1%7年1:::)J以来吉一休’占で叫11,ltJこ「教義）it堆，

野糞還家」 （散乱している糞を集めて推月巴とし，露天

川糞；土家にもどそう〉というスローガンは第1段階

から出2段附＼の移行を＇ l三すo

有効な施肥が可能となるためには第3段階まで

進七なければI；らなU、。 I鐘2000万戸の以来，

1500～2000万以上の公共機関， 1 i意頭の豚， 8500

Jj;t良川大家畜に便所そ IQ[・豚舎を建築するとすれ

ば毎年J〕材：件需要は立大なものになると予想され

る。だし、たヤの推算では，使所1億4000万，豚は

i舎で2～2.5頭探準が考えられてu、るけE34）。し

かし，個人養豚が70～80%(1956年〕を占めている

わりで， 際平：型以上山隊舎が必要ーとなろう。大家苔

il20%前後が草原j也で飼育されているが， ほかは

戯業地区にいる。闘場の肥溜は推計のしょうがな

し、が，カミリに5華d庁、（3反余）に 1掴としてもこれ

だけで3億個となる。こうしてみると，糞尿肥料

It日系の施。iれだけで4～5億個となろう。

EJ52年正式に豚小屋作りが呼びかけられて時糸

列に毎年どのくらい新築されてきたか統計資料は

i;. b、。ただ一つ1958年の便所建設数のみが判明し

てし、る。 1958年 1月から11月上旬までに8500余万

(i.',jが建i,1されたという（注35）。これを基準ニに 1951,r,

以前の使所のみの建設数を推計すると第8表のよ

りになる。農民の大衆運動の成果は各方聞にわた

yてほとんどパラレノしに動いてし、るの巳濯甑［[I]

摂，植林面積の増加率を適用して算出した。ほか

の設備に J八、ては惟i司会の手がかりをもたよよい。

第8表各年便所建設推計数
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これらの設備建設に必要な材料は“就地取材”（材

料の現地J;jj主主義）の係員ljが示されているが，これは

同営工業部門からの調達に頼らないことを意味す

心と解す～きであろう。！呆城を含めた広義の農村ー

からの取得を考えているものであって，個人農家，

または農業社内部自給を意味しない。 したがって

ララ
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吋？？主建築コストがかかるの Hi；，ト昆};L¥: t~· 1;; i、｝とし

て福建省長大県， 望城県のものでゴ蛸 I",'7:.ZO元

（村nn:，職人 E貸，1957if－）がある：'-.;I;: c I fJ l司法l((!) 
] CJfiiJ午 1人ユ'f'-J'.J年菩田頭；土 4；乙 re－；－二三十日.，ii主.h

て守、るh;, I；守10～三（）元どνう額は多く山世家i二

と〉て i年同］v'l苔積！＜：J:.lDIる。 事実；1このような’占

半十；二；主主したい、わけにはL、かない I t疋mwリや家
畜小屋：（！）建築（土況全市＆必要である。 J］主小伝一つ主主

設しようと「；／Ll工三（）余労i!li;Jr:Iを.) ＇，、てし， 一定cl)

1H千が必要であるじ 負担しきれなL、人もし、らし哩

・I惜
'・' 住i車fを感じてヤる人七確実にいる

f日L、られる材中iは，

もの‘ 石、 セメントヲ

受i沼め＂＇Ji'.君:J:Iょがilてをた包、jこ

堅f、j士，れんがC/ んIJ-!U).J

るの点、千年i亘であるの北方公土〔小川j （トli)j，おそ

I'，く石／｝~石）などが用 L 、じれる C ht H~ ；土木付，符；

12，折、主：草などが使用される。

＂~f,1(利用の rr,1 I：にともな ＇） て材料 1,- I.I／，均~l,i",.-
E」.＼JV（＝＇！＂斗

与えるもう一つは施肥工n〔特に液fj,:)H）日
l!UI巴などの同形肥料の

要び：）

f,f'I：社増大であふコ

（ヒ；こより車， ！） γ力」 cl）イ7効利月！？；υ可能：：.f; I）日（）

！リ
C 年前半i土前要；i減少した

ひしゃくなどの需要はt円大した

しかし哩 f1;f,t:11, 

長£＼，、f仁く木i,,J,

I iii 
〈〉{JZ属板（f）甫要；上明大しているのてある

(2) ;ikヰlj建l古哩動ど付n
解放jl[i長tJ,::, ~u"rnヰ偵v＇） 「；）（千lj をおこし， 洪水

と1110:iつをlおこう」 とL、う （，，；葉cl）もとに， 各地

で自民による水干lj建設が始主、f二υ 1 ＜山｝年~）＇ l(), 

12月に｜羽元、il 日1<:手l]T.{1:会議でi~, 大衆i二上

る小型水手I］建ri立と中リとしり大型水利仁ポとしづ i山7

年の建設）j主｜が べによりι大衆しり
什力による建l設を主体とするも （，＇》であ〉たっ li'trk 

i五の琵回水平I］工 11' の ft｝古は次のように~へて」、

'0, 「広範に；！1民大衆企必揚L, 1・1力で小型民間

1k干ljをおこす ）；主｜を！＂ti放しふければならな十ω

ラ6

三千

うしてこそ初めて事業は普遍的に展開できるので

,u i、
Aワ《） _J 0 この大衆路線による水平I］建設はその

後 atミして取持された。
195:l年l:.ZJJ iこ/_l_jされた「農業生産合作社を発展

主せることにかんする決議Jのたかでi土

本主主；立と:'t二A産めはIt',:を推し進めることは，

「農業基

Jl'H℃升二

産台作社が生産を発展させ， ？土Ul.の生iι水準を改
出L, 災害；主主品目→る能力を強める物質的基礎で

あるj とL, 店業基本建設を生産発肢の基軸にす

えたり 195-1年l:.Z}lに出された1%-1年冬から55>F若手

にかけての木利建設にかんする指示で、は， 五助台

{1c二社組織によ v pて広大な農民を動員して水平I］建設

が強力に押しillbめられると同時に， 逆に大衆の水

手lj建設運動が台fi'社化を促進するとし、う考え）jが

1l1されてL、る。

このような大衆運動による水利建設も第 1次 5

ヵ i1•-,;j-[1b[TJ：では， 1 p央による大型水平I］工事の補助

的f仁地｛立しか与えられなくなぜ〉た。 第 1次 5カ年

長i¥l+i［販の大型水liJ建立はtit河， 長j_l；支流のJH江ダ

ム， i毎t11rなどが｛）名である。大型L事中心の考え

)jかふたたび｝討されてし、くのか 1955午後半元、ら始

まハたJft:民大衆の合作社化の高まりを背弘になさ

れた小型の水手lj工事の発展である。 1956年 1}-J iこ

発去された民業発展要綱では 1l ()fi(i {f.から12カ年

にわたる主白山水平I］事業の発展は小型水平lj工事を

二主と L，同ii寺に必要，戸J能h.大！＼＇ilk干I］工事を建設す

る」というか主｜にかわった。 1956年山小型水平I］建

設はt)if年の数倍に発展した。 この農民の立 i：りの

経験に基づき農村社会主義教育運動のなかで出主

;fl, tこl'.Iみ7年り月の 119日年から5日午にかけて大規

模に：；三田氷手I］建設と肥料作り運動を展開すること

にかんする決定jでは，農民による小型水平lj建設運

動を三らに徹底し，［わが国の農出水利条件の右手I]

k特徴にもとづき，小型を主とし， IiI型を従Eし，
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1950年代の水利建設：L事長i第 P表を行なうと必要沿道つ可能／仁＇！＇.＇， f'I川）もどで大河l]
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第10表

i氏 ~'i：；群衆， fklJH1,iJ1目立｜（：大衆に

；民民主込；キJ也：／》・F'li'J：二日XUド｝
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r;I¥Ji/iおよび計算ち法j
II !JI fl i'ff;柱。
＇立） ［＇人11';11 c{4／』，1959,r,1 n 28 上1 の字 11？~；ih語文土 11)

より。

I¥, u r木千lj也ix創造111:1/-ト；な注j f『中国民杭L
1'158fF, No. 20）、 6ページ。

（ι11 -6',j；臨む命丈（［江戸1jI j統，：U. !'HiOfj., No. 1 ), 
~－、ーシ《

（〈い宇佐華論文、 1949干110）］～1959年9月主での

~えfl］也疋労働1I 400余佑ll，これ在日， 5'11土57

{I 以前去にiiiくわかil:で分解。
i’＇）j f助FiのT.'f正主L
1%0～回イド 1 m＂以下

（伝｛判長諭丈『新来月幸fU, 1952年IOJJ)o

1957～58ff安徽＇6の｛外
i位二よけii可の民工 1.7m' 
1957午冬から58年春 3.8m3

水科工具改善以後 l{)m九

（曽者il¥'U命-y:_［＇訴華半月＝f!JJJ, 1958年， No.13),
92～94ぺージ。

1950～59年 2m3

三宇佐華論定『人民下I報』，1959年9月2813から計算。

総平均誌は2m3，これを安i数省の例を考慮して

1958, 59年は l"}jf，動日2.2m3とする。 1957年以前

は1労働口 l.lm3となり伝作儀論文に合う。

’＂＂ (7) （［｝の（G）から求める。（6）“統計研究”資料

主 f1957年228民業生il'Ef.｛件土収益分配典型調査
資半、u(l新華半月TIL[, 1958{f-, No. 18), 94ぺ－
> c これに1957年のJi立村労働力人口在来ずる（農
業労働力；－tィi)11 i芯 fι11国経済の長期展望ふ 11［｛和
:l9if 12)], 49ページλ1956年も同じとして：ii+,

,,~) v' I I l i'J'.JてふるtJ{l（：，））えi：ぷ｛！日，JJとij守1-'li＇要（？）関係

l,¥I (II 『人 J\'.;fl 報』， 1959•1しir・ L 品；lドJに｛氏出した‘、己目、り ι全C3ふ／ニi了

,;!J:,itP込{1主で ｝） ＿！：二んJ;:'U＼＇.：か ij-iι lト1111でi

' ・c. L、う1＜利建iJ:企と川（仁←l yニバギ（1llil .. ; ＂か店長

〆 JとLC 01¥ : .: ＇司、ヒ 1てふら（こぶi1:u:,lli:t ,~1.f,'il/:J:/[jcl, 
, . 
・JL ;;_ V) ／こめ、 i丈111;'(jノムパ：官，；t,iJ、:¥ f(i1 : I治；向 I.／こL
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l'i55ijよ、j、]Iiil, 11'1）王号C，－） めるコかくしぐれf['f,';';C 

（川 大限立'cfこは）｝：主労働｝；:t以少I_I三二＇： iJう！主
；二入il-c，川；1, -11) r lの山本連；i'l'.；土t：：＇、七、、H；，；哉の
仰であ7，うJ
J:i r I) ) 9'.,11～日：i'i・ 1 ;jf動rJl Jm' !,-；主1111していi
'q:, 

I { i同jで推ぃiした枯＇｛：；か込iモが行！仁 ，！：＿；／（千lj建I出

仁＇）， hi Cふ，：， ' ;1；にこし＇1土「If1：推停をみーIijニヴ；（長01

il民主によ lて lkき1日こさjL たはil'J~ 1長iこ／》L、てみ

（仁 ！" 

l 1t111:JtH日「 l二同裁＿＇； lL ！こ「設業生産技術張本）;11

l識 によれは， 11，‘：.＇.：；dB；｝（手I］に必要心付料；し貯

1!, U'l ,:, , t ／／／し11、 ！？人 iffi 1：，〆11などですよdi l白で／Jil

T_,1,i,1_,主／J,11Jti七三かと、 4えを導入主／こit放ノトトるi{li

・i ＇二／ιらど‘ 十二'1c1‘h！し刀ヘ 、f '> トー イi

，），＇.！パ fずにどA川区、安どreふん f湯水」Ifはいう cl:.て

i' : '-'. l九木村，＇，：ど 1)＇，必慢でふと 3が、以上 n記入fl
、，，｝：iiiHH，＇.・ι ：RL出Cわら.， 1/<illJfiJi l木、 jYJ;iWが＂，'rf;-

iw·~－ふるし わを主よる構j;'I:1 I, I > I ;i,,c[:{t: 

I'. I；卜‘ f,'J；‘ ;j(j.Ji上Jflh}}JilLトIiイ

,I;, l. r，、 t・主長！仁川1十（＇／・，ふり ここではふれ二；｛：のjj 

f 1: • • I＇＿、に！，1;,;IでY;h ,, .. ！，」； I / , f在 1：ハム

1 :no h1r,i畝山di＇椛設備を建設するために J'..I : 
トI万三.l日トン入攻：

()i/Ii富論文『新華半月r1JJJ,19：：；；，年， No.8. 125べ－

N山資料を3l'i10友（B)jjお1957ifを：考慮して；iI・算！

心土、 lji.f,'r了今＇JIt誌の七メントi'/J＇要が算 U',,_,;Atふ》

・J I; A> -t,, 七イii,1100立））＇Jート fしに／ノき， l:i ¥ 

'" プラムの 1'.dントが入mとなる。この数字か f》，
f千午l立の必要量を計算し， セメントグ）生産長と比

較：..Iこの，1;;;;n1I1そであるい 七 i：，. トの不足かllljば

第11表 Yi-"-1 itt-1lclll水干1])11i'. .I ントヨ：~ct~ ／日一

q. ;',: J;~JへとI ・j,:l.(lf,0:m＂）《 i》 t・ Jント；i；；要以（ I; t ) 

1%11 ・「’「,) 持.：；
;,[ R「Sι「) 民：i
U七】白P 9り

I 7 ll (i 
8 8 

．〉ら 11.li 17 .・l 
λ1; 2;,.¥l :;K 'l 
．「3【I '.'.i> K 40 
:,K ら80 87() 

L¥O ['I;, 

( :11,1111) '. けなllO}dltlil 

hiこぷ｝』土i山（i{j二土:i8>fである h ]l)5(i年ぴ〉不jι；.t）；ミ

？仁 f「｛下十uヒにともなう農村某本建設の増加I,ト－－·•＇）

ノj（干ljじιj干し／）ヒ l／卜 ）） ；主要JJ:{qlf,'ぃ＇）白半！として の！）；った！とI仁子、てひき1出こ主Atた。次の上う／（;;j j1l1i 

t欠，・ Jも（／）かあふ J 委ii会び）発立をみる 1J;t業（H1社fヒと！？↓業生産I})

（イ） 三fl司法夕、ム 容水量 100立 ）jtート I上iこ W/J；：上より多〈の農民と材料円前要を引き起こし

っき0.0-1忌7i[}; J ート•＞v〕t・ / 与 ト市要J;I た“たとえば， 票日と永手lj機械はし、ずれも鋼材ーを

（『＼kl.'.:「It荘J.1'-Jc'i7年4)J l叩）o tく消費する 'Lのだし， 農村小型発電所、道路，

（ロ） 三一川工事の必要コンクリー I.印刷～弓7 橋山連，j'.:,f'.（工多くの鋼材とセメントを必要とする」

年九に使用した量147万立方メートパ 川I.1,, ＼.第i1 }i:はし、ずれもおL上の計算で、あるかもし

（伝毅剛論主「け匝l経済ム 1%7IFJ2Jli；，リベーンj ;jlt;_ ＼、υ とく iこ1958年v)71<.手lj建設でi土iミ際の使用

川 ］（氾7,i=:Jl't回永干lj建設用 t:I '. トHi万トン ！立：ttt主,/H在の 5～10分の lであったかもしれな

付，：：f!;;l；ぬl~,;-;,a ,, ，「人J(ll特11、195尚一1)] :Ci-ill‘：1 い。しかし！－＇民の民田水干I］建設カペ、かに立大t，：ぷ

ミ－ , ）。 本材料の祈要をまき起こすかが明れかにされたと

（斗 1958午 11・粛宵のいiij1l1i }/2、v’υ

ラ8



1969120061.TIF

(1), (2）項でみた農民の肥料設備，水利工事によ

って引き起こされる＼・ ；ント需要量をはじき出す

ことLttd /pしい。 11 'l F.j川推計資料でt土全国の干

田を水田にかえる工事だけで毎年；mo～400万トン

が必要であるという（11,16¥ こjl lこ， 有機肥料設備

建設 ハ，＼；さらにここでh土とりあけ／（立込った農

民の道i相当日T，住宅住宅土手入した人、じそらく数

百万トンの需要最に遣しよう。 1957年のセメント

生産｛ll:/".1，出万トンであろ三とを考慮ナると，多数

の農民プJI＼炉建設参加が ιfこらす材料：D給情況へ

の衝撃の大きさにあらためで驚かiざるをえない。

3. 鉄

農相における鉄の主要ふHl途は， 1－：.手I］建設，震

具， llifl1山（旧社会、， Lt; t；こ中華な、），住宅建築

用の四つがある。 ここでは農民の投資に関係する

農具生産だけをとりあげ， それがもたらす農村欽

鋼需CfIi(' 1ゼ化を検討t iふい

解1/,(j支｛）長具政策；t 1 ！）日午1月lこIJ!JかれJた第1

回全国農具会議で決定された。 会議は:tず中国農

村の i引J'.Jt （農具I青山そ f三拍農nはif¥足illl：水準に比
べて三（）（｝（〉欠之してい心 γIi常な生｛￥＇ i>L＇.、主！な水準

から考えると31%欠乏）とLノ、う認識にたれ，まず「大

衆を発揚して原：有農具を修理補充することを中心

とし， lli.＇日

こと」を1本方針として決定した (/J17 ＇.，注目すベ

き点は第 lに， 伝統農具の修理補充を大衆に行な

わせしめることを決定したこと，第2に，新式畜力

農具〔 fJU'IJミら導入しぺむの）の試験的特入を指示

し7ここと Cある。 こ.＇）l舌助：こは日本やソ連から輸

入した農業機械の模倣試作も含まれている。
予 r 
」」

に手：L't/1 ・農民によぐ）{Z;絞農具生i>(と子I業者・

地方同公T）＼｝による祈点高力農兵生J映しf〕一つのか

向が明確に示された。

(1) 伝統農具生産

民具の欠乏a情説は戦前水準に比して20%, “正

；；吉tr＇’生産を基準に考えれば：ll';0不足していると

店主；！号されたが， i也の資料では戦前の平均永準に比

して30%の欠乏という指摘がある（（l:48）。部分的に

は農具の破壊はひどく， 農業生産それ自体を行な

L、えなU、ような状態；こなす》てL、／こ地区さえあ＇＇

／：＿＂たとえ n, i11T]事省の例では I戸当たり ii-'i0）保

：何台数は，平均0.29台までおち込んだ。型 1台当た

りの負担耕作面積は実に45.9華畝になっている。

伝統農具の生産・供給情況は第12表tこ支とめた

とおりである。 1951年1200万件を補充することに

よって「！日農兵の欠乏情況は， 1950年の普通的に

店主I］に欠乏してL、た情況から， 早期解放された地

！正ちは大農民を除L、てノj、農Jlcはたいたい必要た満

たすようになった。新解放区一般では欠乏はして

いるがそれほどひどくはないり fナだ， 災客収二山

iえ、戦争の｛波壊がひどかった地区、 少数民族1¥Jll,( 

は依然としてかなり欠乏してνる。」｛内49)

その後， 1952,5:1年五助合作化が進むに従〆）て

第12表 f云統鉄1烈tミ具生産iJI,

年 次 ！ 鉄製玄には主要氏1 ミ
1 9 5 1 I 1200山｝
s 2 I (2000山） ) 5900'2) 
G :'l I (2700＇勺 J120（内
5 4 I 5soo<3) 6500''' 

5 5 I 11000《4》
5 (i I 144:-lO山
5 7 I 15700") 
5 8 I 220α）＇＇） 

（出所） (1可長林池論文（『中国農報』，19但年， No.5),
11ページ。
(2）李警玉論文（『中国農報J,1958年，No.3),7ペ
ージにEl日午ーまでに5900余万件生産したという。
52/53年は適当に配分。
（：：）『新華新聞稿』， 1954年12月8日， 11ページ。
(4）胡瑞燦，表代緒論文（『経済研究』， 1962年，
No. 7), Hiページ。
(5）焦玉波論文（『経済研究ij, 1%9年， No.日）， 31 
ページ。千子樋交通運輸ヱnを合針。
1956～58年は木，竹製農具がはいっていると考え
られる。1962年の鉄製農具と木，竹農具比3.2:1.9 
を適用して鉄製農具を算出。
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農具需要にたνしごつの新しし、傾向が生じたれ第

1は，婦人労働力の農業労働への参加が綱大する

につれて，伝統小農具への需要は増大した。 1951

年3月の品えによれば，設村婦女労働力わら（）～70

':'iiが労働に参加するようllf:'.J'.かけられfこ l引 lη 第

2は互助合作化によって大型農具の共同使用が可

能となり，新規需要は急減した（川SJlo 

195il年主〈に6100万｛’I(5900万件と少数lHd＜へ

三∞万件のが、明快ム与が無償供給されている）の伝統農具

を補填することによって「当時，農具の不足は普遍

的にみられたがう基本的にこの困難は解決されたj

と総括されてLる ο152）。 LかL，その？を， ；九十干は

より多くの倍統農具を補充してきたが， 196＇..！年ま

でに小型鉄製農具は基本的に広大な農村需要を満

足するに、イン｝たという勺同汚の発言；：λ..）かる

c;:i'o 19日付、ふり年に大勺（t'-Jtc t:t具改良illi動に仁る

破壊があったかもしれないが， 1956年の合作社化

の完成によって農業労働に参加する労働力はます

ます多く J仁：J＇精耕綱引の矧 J（によ，バ，J、wtn(7) 
j長要は大叫にL昇したと与えられるの ともあ，（l, 

農Jl不足の基本的解消とは，戦前水準にもど，，た

と考えて上か乃う。 61007]｛’i：で30%の欠三を繍充

したとすれば町 1953年山全国，J、農具のf:Ri'r民以，

2億件となる。農家1戸平均2件である。これは

少なすぎる。山本秀夫氏によれば「とくに丘陵区

の貧農にいた J lてはし、く〉かの山錫J，鎌JJ,II i式脱

籾器，天秤棒，木把，竹かごしかもたなか.）たj

（注54）。また1961年斯江省の調査では（d551,

1労働力平均必要小農貝 9.6件

1農家当た川必要農具 l'.J.2件

農家1戸当たり労働力2人としても 1民家の全平

均保有数は33件となる。全国では実に30億をこす

ことになる。

以上の土止を考慮する lど， 第1に195:l｛干の全国

60 

保有ft!:ι数2{l意H，竹，藤などの農民ははし、って:Jj 

らず，統計は鉄製農具に限られていると考えられ

る。この断定は 1950年の小農兵の幣要情況にもじ

中行いんあら;r,J lてL、る。 「東北，華北，西北を

どj）ず， 50年l：百二？えが最も成功した良具は各稀の

〔歩引〕であり，農民が最も必要とするものであ

ったのその次は中耕除草農具で， ニれへの需要は

現千七非常に大きL、υ したがっご当面はこの2係ーの

Jlよいよ重点をおいて製造してゆく」（，印刷。第21ι，

鉄製；農具の保有がきわめて少ないことが知られ

る。JJ本的な鉄製農HはS欣（シャベル），皇蕨〈つるは

［）、制（くわすき），締（かま〉，鋒（すき）の5大:l.!c'tH

であるといわれ fi'L57l，これだけでも各農家が装備

しようとすれば， 6億余になり各労働力各1人に

佐伯しようとすれば lS億件に及Cf0 0 つまり，伝

統的民具の補充1二装装改善だH ぞι：寛大な鉄需要
をまき起こすことが知られる。

(2) 新式畜力農具生産

刊行：1年末でIll民l~ （／）保有が一位、戦摘の水準i乙f;.£

したという認識のつえに， 1954年 7JJ開かれた第

1 [11］全国新式畜力農具工作会議は，道点を伝統農

!YU（ーから新式提Hへ移し， か•）次の段階をめさ

~13表新式市力民兵普及数 (Jji位：万｛牛）

年次｜

1950 

ら＇）

5:3 
54 
55 
56 
57 

S＇り
34<2l （川西）, 1950～52!!'-; 25'3) 

l 438 
1950～57年； 453<4)（湛排水，運搬工具を
除く）

c1:11fr) (11「19511午t'!i兵工作総括J（『中国農報』、
1%2年， No5), 9ページ。
(2！同上， 1ページ。
(3）中国農業部農業計画司計画科論文（『中国農報.!I,
1953年， No.4), 5ページ。
/j）各斉玉論文（『片l国農報』， 1958{j:, No 3〕，（i
へ→ジ。



して畜力農業機械の試験的普及に／若手することを

決定した。新式畜力農具の生産，普及については

すでに別稿で検討したので（花5丹江ここでは再論し

ない。第13表は第 1次5カ年計画期の普及数であ

る。

ここで2点ほど強調しておく。新式畜力農具の

生産を担当する工場は既存の私営機械工場，鉄工

所が公私合営に編入されたもの，および地方国営

工場とに設立されたものである。第2点は，伝統

農具の購入は自己資金によって行ない，政府融資

は新式畜力農具につかうことが要請された〔ii'々59）。

(3）農具生産の鉄需要最

小農具1件に必要な鉄はだいたし、2キログラム

である。中国側の資料はないが，日本農村で使用

されている鉄製農具を参考すればだいたい近U、数

字となろう。新式畜力農具については，

新式畜力農具 78キログラム

（『計画経済』， 1956年， No.9, ：；ページ）。

双輪双鋒型 100キログラム

CIT新華半月干lj』， 1957年， No.8, 70ページ〕。

の2資料がある。双輪双鋒型の鉄使用は比較的多

いことから，新式畜力農具78キログラムという原

単位は妥当であろう。以上の原単位と第1:1表から

推計したのが，第14表である。

推計はおおよその需給量を知るためだけであっ

て，正確さはいうまでもなく求められない。

第14表農具と鉄需要量 （単位：万 t) 

伝統農具！新式畜力農具（水利運搬工具を除く）

2.4 
4 
5.4 
11.6 

22 
各年 7

28.9 

34.6 

子工業者の鉄鋼供給は三つのノレートがある。第

1は，国家の統一分配物資として供給される鋼，

第2は，農村，都市で回収されるくず鉄，第3は，

土鉄生産である。伝統農具はほとんどが手工業者

によって生産されるのにたいし，新式畜力農具の

生産は大中都市の公私合営鉄工所，地方国営工場

で生産される。この部分にたいしては，国家供給

が多い。しかし，新式農具の修理は80%が手工業

者によって行なわれているので (1160），この部分の

鉄鋼は上のルートの供給による。

3ノレートの構成比は 1957年についてのみ判明し

ている川：61)。計画供給量は74万トンである。

（蹴の供給制 26.6万 lン
回収くず鉄 42% 31.1万トン
土法生産 22% 16目3万トン

したがって，農具生産で需要が増大すれば，付）農

村における他用途からの転換を行なうか，（ロ） :3ル

ートの供給を増大するかの方法によって解決され

る。供給の増加の場合でも，大工業投資が増大し

鉄鋼需要が増大すれば，手工業への国家供給は逼

迫する。回収くず鉄についても同じである。いず

れかの方法で解決がつかない場合に，土鉄生産の

振興に向かうであろう。

小農具生産の原料・材料不足はすでに 1953年に

みられる。雲南省の例では，鉄鋼の不足を解決す

るために外部から調達するか， それとも鉄鉱山を

開発するかのこつの方法を考えている幹部を批判

し くず鉄の回収に重点をおくよう呼びかけてい

る資料がある（日，62）。つぎのようにのべてu、る。

「大衆を発動しくず鉄を回収し，現存の土鉄生産

を利用し，その地で（原料不足〕の困難を解決する

過程で具体的に“統一指導，分散経営，現地販売”

の方針と，農業のための手工業生産を支持する精

神を積極的に貫徹すべきである」。くず鉄の回収に

這点をおいており，土鉄生産の拡大については批

61 
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とL、う新しい方；；；Iである。

C 11: 1〕 都子l阪「関hト実業i守作社拡大再生産及其他

鍛似川題J（『新 r'；日半月 FIJ』， 1957年， No.23〕，155べ

すでにこのIH(:I：放生

産を拡大せよという考えかが政策レベルで提示さ

れていることは重要である。農具の原材料不足を

しカ通し、判的であること。

( ! 2) F. IL King, Farmers 1ザ l守，rり Centm介写
υr !'erm仰 ent i1g, fどulturein China, Korea and 

Japan (1911) （杉本俊朗訳『東班i4000年の農民』，割高

Lll川市i，昭和19年〕， 143ベージo

( ii 3〕 I. t,1a:u,,ip，井上照：Ji.,;1:I:、EJJiS農業経111,:;,;JJ

〔’・；：： "c 1ιm和HH), 18ペーシ。

（注4) L. Buck，三輸孝・力II勝健共訳『支那設業経

yjf，論』， ド巻（＇：J:.liri社， 11{1干lll3年）， 63～65ベーシ。

en 5) l村満州鋭、注株式会社天：＇'It事務所『遵化ii,¥i ',i 
テ＼＇；討すで慾； h(W''d （天狗l,11:：和 ll年〕， 179ヘレ

四くず鉄のl1TJ11，：－：•·解決して，，弘二ユース以前 HI,

1,,:1 
0 ; II省からも伝えられてU、ζ｝

他用途の農具原料への転換は明確な資料はつか

農民の鉄製日用品のうち最大であるみにくいが，

中華鍋が鉄げ）.1；足から製111111を浮くしてし；Jit):j：、I-ii工

ある（／］＇6<1・o (IJ西省陽泉市手工業合作社の訪である

全市の鉄生産合作祉は：重点を農具，水車，新Tl~ヘ

飯「本年生産した鉄鎖はう ・cj¥ '' it歩型におさ町

(n6) Ji前r, 11~i 称略「倣/)J·冬学積肥工作J （『中凶

r,'!峨』， 1954年， No.l〕， 27ベージo

t ii 7〕 満車工：，，，，.lt'din1 ll'」ヒ支 })f,c'•t 虫、と経済』，
( I j、，，f，論至上， IIパ手irn；ι）， 149-1 ゴ。
心，＇.＇，（ rセ羽I:r, g'~ .~仁叫 l!l~ 料問題j <Y約2；』， P；｛承1!2 'I 

日JJ : ; ）。

( ii: 8〕 「阿」七銭林市立3手度農林生産工作科目1ll'J 

(f,:,1弓良線』， I <J51 :1、 2 12), 6" ジ。

( 1.9) ＇！正恭三 fi'ii! I有芋；1950'!ii} ）ペペ産工作ま予約j

（『rドf司法機』， 1951均二， 2 2〕， 19ベージ。

(/UO) 渋業部士頃肥料防「我国肥料工作10年来的

成材J(U'rfr 国終報』， 1959年， No.17),15ベージ。

( 11) 苧，＇（ hiペ「：1年来新中11'.tiyノli差上！＇J'1t,，』 Y、1花

山！（『rj,f立廷判J, l'l:i2年， No.l'l), ,tべージ。

C n 12) 中央人民政府農業部「関於加古n冬季生産工
作的折示j〔『中悶農報』， 1952-¥,No. 23), 3ベージ。

C 13〕 中f記入 10＇£務 I&~「測が fr l11 'Li定的指示J（『ιfr

,,: .＇＂；荘』， 1954•！‘＼り 7), JO/< -＇.，行

(, 14) ］」＼；；，／＼「 II!~ 仮処々有，，：＇， )J Jt不尽J（『；［1 [ lj 
Jt'flx』， 1957年， No.7〕， 20ヘ巳也ン。

れ： Hi) r';J-：開示 r,1様以不可Tu」（『中悶農報』，1956
;I , No. 20), :, －~。

C, 16) fG'-A：よ1t::1;1(t犯料J(ff'人民日報』， Elci8;1

7月29Fl) yjfr江，福建，広東の炉IJ。

fli.切JiUJ「稲粁問III」〔『中国農報.I], 1959年， No.13〕，

20ベらシo

( '! 17) ~JI! 

,,i,:'.' j荘』， 1953行、

むi南約

lTにつき 2

両だけ駿くした」。

1956年（！）J，（本建設投官け，出＇（ jは各地i

をにるのに｜！寺！日｜がすくたくて－i-むし，

鋤抜も従来の規格をかえ，できる。

1ン

鉄鋼についてi,I, ;j仁であ〈ランスを生丸出した。

手工業へのl説家供

給が減少し

解決する ｝j1,,jはよりレ Jそう強力に打t1 / i '1 Iされ

くず鉄の同収によって原料の岡難を

ることはすでにさきにふれた。

全省規模で4これを行なうようにた。山東省マは，

工業側では土鉄を使し、始め，なったC,l'G:i:0 逆に，

上海製鋼fiJiご，t 1956年（） ）］かん銑鉄不足土＜ ・f鉄

Lt央土本格的にni,, ・lゐめ不足をおざなうために，

これは中央の工業が農村の鉄市場にまでた（，i:66) 0 

i隼出し貴台めたことを示す。

第12表でみるとおり，，：＇ii級 （；－作社化L/~ Iリ:'i6{f

＇）小農 jl §］♂の成果lよ非常；ニ大きい、 C:＇土

さらに， 19同年の:10万トン前後の需要長を示す。

このよりにし車Jr:rl.:;畜力星空只生産は急増している。

業部門カ‘「〉山市要増大と民業活円からべ＇，＇，.寝泊大

手工業用鉄原料はくず鉄の回収と U、う方法から，

土鉄生産の振興へと一歩進むとでは解決できず，

「！，＇i(lf了一芥耕fls¥'J!li;'f'.;l]:11よv供託、工｛午J（『：1,

No. 9), 6ヘン u

これが 19fi6年12J j 31日『大公判日社説

土鉄を干1])1]せよjで提唱さ，fLιl土鉄を開花し、
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とになるも
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「，i18) 「1，共中0c和 l・イ務院11・Hllt 三firi;).11H・U・、；1:

養日」（『i!liJ /:'1 ＇）.』， 19571・,>lo. 6〕‘ 2ベシ3

（注19〕 判均ft;・「促進食品工業不:fl／止業生j者共同11,';jNYI」

（『，jrl司長＇(I:-』， 1CJ58ノ↑， No.6), 8ベジε

Cl：ぬ〕 宇 I：家「：1:J;＇解i件当日H1主犯i'1'Jl'!iH'lli:JJAfL (Tri, 

凶股報』， 1954年， No.8), 15ページc

CiJ2U ！＼＇，；：＇鬼「！様手 IJ11］（，域jl:稲1：，，，：主ffil（『 I・,,Ji'型
報J, 19,,7年， No.11), 19～20ぺ－ ,・:. 

( il:22) 「長大限度地平lj)1l一年ノ＇LM物働総j白紙」（『I十

団幹工業仁 195吊年，×0.4）、 2 -. 

（注23) 「要用住種谷線的方法米解決牲者飼料liiJlm.J

〔『，，，阿民帰』， 1954年， No.11〕‘ 31＇、 ン。

(, i 24) 都ii:l't尿I＇：題ーはも？と J t ¥'i主？と fて

次の hのがある。農業部「各地域j,r,失 1使， h):t:世段、;J{f由

緒 lli~/cl]Jf!/1'.1 況－＇；·，也、見. C『，：：，サ喪m』， 111::,6;1, No. 7〕3
12, 13, :1sベ ノー
( /L25) 11' '1°＇人民共和 1,4JJ!i ；｛ 出「附 11~ 孤盟主冬－fffllll':

運，［， 勺ま？：.乙1jjfi ''!ii C『｜）｜司r主'4..11, l'l57 'I , N凡 22), 2 
＂ーコ’o 

（注26) 抑制点 r1刻li'2:i監‘歩従前線化『p.k 1/ii h'i 0':11¥ 

的JU漏拍 l),JC「ll1Wl!;"jjt』， 195:l;I＇，ト〈リ. 10）、 21)

ン／

( 1127) t'i ！＋！，論文『，，，｜弘政相l.], 195Jfド， Vol.＇.；！～3,

32へージ l

(il28〕 E笠ti論文， 20ベジ。

(.129) 民業』，1：土地平IJJ＇凶：r..ir為1：仏日仏＇JLt支Ji,'席
準Wift.Ji' c'.H~' Fト｜（『，1同,;or~u. 1 %5 :1 ・、？、す0.1), 2＇.＼へ
ーν。

（ι.l:30〕 『人民日桜』， 1'.lfi8年 IH lt:i :.Io 

( i 31 湖l十Jl'i!l量い庁r1,',IJ南＇ti1953, 111e草川‘約一iff中

国終報』， 1954年 1Jl ), 26ベージ。

( 1132) 市住行総 （； 農業ぷ験＇＇ i「知佳子守ぷti!;宮/.iii＇＇施

JI巴 f＂；情~！ I C『ι1,1,u翌日』， 1955有， Nn.21）、＇.llベジ。

Ul33) 111 1トイ！II『現代中国思惣史』（＇！、止 1.-,,H !JJ, 1969 

年）， 8f-i －ジ。なお，「＂I1,;J人↓＼解Jkfl渇J八iff1 I :ict如
大r]i'Jt:8 ,iiJ:,(¥ J.lJll1、｜ （？己／Iiρ選／！＇J4君！河井ソ） に

はこのJf[UY川、。 “作地外箪に t-. < /U九があろ”リ

で， 」 m;r,lベー川町家 もd) ＇考 ら2

( :'34 I 福せ凶長f県 J 汁でに 2恵、i＇均〔「中 it；投

報』，1957年， No.10, 20ベージ）， 117林省F〕例で；立2.5

頭 I；均〔「久民I報』ー 195川ー1! I 161 I）ハ

Cl:35) "1"1約令「：11全［1"iffj'l.:;>JiJi/J術j(,J安問的階段l

〔『中国食品i』， 1959耳， No.1〕， 17べ…ン。

(/1:16) rj1共れ建計長太！日委弁公窒「ー似frlHEIYJ製

本弁／）＇、Jer中国 1；~ 報』， 1957;1.:, No. 10), 20ベーに

（長木県）， 21ページ（望城県〉。

CU7〕 ,iJ』寅初日ノが経済建前汽学.＇，（＇，想、才； Lぴ政治

的立場（そのII）」（『馬貧初日融当：』）， 102ページリ

C 1138) 胡ー寧「無窮的活力一後家肥料J（『中i司俊

策』， 1957'1, No. 6), 27ページc

〔注39) 中間科学院経済研究所手工業組編『1954年

全fhliuil体F工業以査白川』 Cit京， 1957年）， 51, 55, 

77，くージ。

Cll.40) 『人民日報』，1958年 1月16日，安徽省の例。

Cil:41) i摘が,ii主東以1950;1三差是Ill水芽IJ工作Xi,;H号“幾ウ；

泌験”J(Trけ国民撤』，195111に Vol.2～4), 1:lページ。

(/J:42) ,I勾寅初「わが経済理論，析学.'c¥},;¥flt，上ぴ政

rhド； ：，場 i(1957；子11JJ〕（『｝首寅のJ論文官』， II本l）；矧
1、！本）， 27ベージり

〔tl:43）『人I¥':I J減』， 1958（ド4月1911 , 6 J l13 U o 

C,H4) 1投［［！ ,1，利J（『111I 11祭：：UI.19e>5"l、No.7, 

8, 9, 10, 12, 13〕。

〔i.L45) 「や取鋼材・水Vb的供給古川下街 10,:J-i:ili経

弁』， 1956>1,No. 5）、 1～2ベジ。

(/J:46〕 IW古Ui「満足凶家建築需要大力発民廷！築村

叫:r：長J(!rj圭築J,1958年， 4月28rl ,; ), 3βへーν。
( /L47) 「19以内2祭Fif'I:総括1-!f195111'-ffi'tJ CT中

川農村i』， 1951年， Vol.2～5〕， 6ページ。

(,i.18) 学警一；「j[Jl;/j工）I、改今！？』主歩J¥iJ：美frt'業機械

fl:J C『中［1'.i 終報c!J, 195＇）年， No.19), 15ベージ。

（注49) 「1951年後具工作総桁J（『中国農報』， 1952

4-',, No.5), 11－－：ージっ

（υ50) 「 1950年農村 ~ri· I；：参加生産工作総別J（『中阿

佐七日， 1951年， Vol. 2～6 ), 13ベ－ ：／。

( /L51) d:39 . 

（注52〕 字苔ヲ7論文。

(/153〕 許ヨ？とぷ「他工業支帰農業的工作提:JiJ'9:'. i¥ii的

収γI（『初日t』， 1963{1, No. 2〕〉

( 11!'>4〕 1!1木秀ど『rt1凶換業技術体系の民間』（7’ジ

ベわ持研究所， IT[｛和40年〕， 116ベージ。

(iiらの 『人JI'.I i機』、 1961 "F-8 J l 8 11 o 

（注56) 係景然「1950年幾具工作総結」及1951年的

任務J（『中間農報』， 1951年， Vol.2～5 ), 7ベ－ :/o 

〈ι157〕 r人f<'.ll報J,1%1年 8)j 8: I 。

(n58) 七1；稿「農業機械， E量民て業J（石川滋繍『中

ll4経済J〕J<WIIJ!i:':l!ID』，アジ Y経済研究所， ll{j布142斗）。
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（注59) 「夜長具工作会議Jょ的総結」（『中iki農報』，

1952年， No.5), 1ベージロ

（注60〕 「倣好新式投凡修J!JJ.工作， ii~分発揮使 Ill 発

掩使用効率JC『中岡it'.＇.報Jl,19551+,, No. 19), 32ベー

(,r,;1) 『人民日報』， iり57'iti .1J 24 ! I社説。

( .. 11;2) 「正確掌握“統一Ji?.'q:，分以終営，就地産

i(i方針，解決農具向（｝if約！日以Je1，料金報』，1953

fド， ¥Jo.IO), 16ページ。

〔注63〕 「＇，！｛iH, g_g川ji!,J省供lir''l合l'HL1!,1担！1;収購巨人

換取問題l円鉄料作為il'k具原料J（「新指新lltl稿』，19541f4 

月11円）， 11ベージ。

（注64〕 『新1'11:新聞l稿』， 19541['.4 J J 23 LI , 6ベーシ o

(, ifi5) I山東収購廃fl＇＇灯、 ro'i.Vii¥・!:Jt「新車新lltl私.J],

l阿川12月12日〕， 12ベ ／つ

( ,i li6〕 ［上海惨用ニi：炉、片側！（「／1. ,;, E百五可』， 1956 

’ド12! !13日）， 13ベージ。

II 農村資源、需給の変化と子仁業

の再編成

襲民の自立的投資活動によ ＇） －てびき起こされた

l'/i｝＇廷はその供給を担う手工業にただらに新しい変

化士I！子：r起こす。同様に 195：弓i年から始まった大
工業段白は漸次地方工業， -fr.支を 1・1己の循環の

なかに巻き込んでいく動きを示し始めた。両者が

もたらす手工業の変化をできるだけ整理し問題を

発見したいと思う。

手工業は個体手工業， 工場手工業，合作社手工

業；二分類される。個体手工業；土被雇用者が3入を

こえf；：し、企業を言う。農家副業と良氏、兼営手工業

とl'JflJ1主は自家消費用f七月かう己 1JI I¥ ／商品として

生直Jるかのli-＇こある。 台［！：社手し主はいうまで
もなく個体手工業の生産手段，経営を共同化した

手工業である。 ここでは資料事情から個体手工業

のみとりあげる。手工業については1952年から広

範団な調査が手がけらむてきた。て.＿！）中で 1954年

内主同補査が，最も広範IHI で体系l~. ＇ たものであ

64 

る。その調査結果は，個体手工業については，中

l調科学院研究所手工業組が編纂した『1954年全国

個体手工業調査資料』 （以下『…調査資料』と略す〕

としてIll版された。本部はおもにこの資料をもと

に、 T 工業の変化を整理してみたい。その際次の

ゴ点十三・tiI Jる。

［イ） f. I；業の業種の変化

（ロ）地域的にどのような変化をおこしているか。

しかし，初期の問題設定がうまくゆくか否か資料

上問閣が多い。

地域分布は農村の需要がどの部分の子i：業iこよ

て,tか伝われるかという点をあきらかにするた

めにij重要である。一般的iこ仁・農業の地域構

成は次しりとおりである。第15去は古林省の伊jを

ff千修正し作った表である。南方の水稲地帯でも

このような構成はだいたい同じであると考えられ

るi1.1 l。省，自治区の地方工業中，手工業は 30～

50%を占めており，専区，県以下の地方工業は80

～りけりら治‘手仁業であるという。 t;¥'515去のl[,1)-1友がほ

とんど子！；業の町であることはこれによって全国

i札 A般的なものと判断できるひ（Jl)J頁の小集鎮は

農村と脅えてよL、。

さて，手工業の建設方針として“三就原則”が

とられていることが「・・…調査資料』の各所で述

べられている。文献上いっこの原則が決められた

の，う寸前・，tちしていないが， 1951,52年頃ではないか

どちえられる。 “三就原期”とは［原材料の現地

凋j主‘現地生産，現地販売jをJう。＊）れわれの

問題にびさ•）げて言えば，農民内自立的投資活動

第15表工・農業の分布構成

1五日長）！吋銭副奇襲需両日－｜元15$（己）
五時1！＇主取手ヱ室｜早世主｜空中／］、工｜間空

I 半、二FI；ね業

Ci l戸！！） 「・・・調査資料』，49ページ。六林省の例。
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によぺてひき起こされた材料需要はその地で午、産

L, 調達する上うな政策をとってゆくことを意味

するのこれにたいL, 195:l, S4年に主要な農産物

にたいし統一購買版モ政策が導入され、 :t.＂妥.~ff

物は都市仁J易で bi!J：するよう集中化さわふことに

たった勺これより前、 1950 f/'・3月に， 主；要物資に

ついては国家の杭－ffJ型が実施されている。

就原則” l士いわば分散の原理であるのにたいし，

統一購買販宅政策・統一管理内原則は集中の原理

をもつれたどえば良民の永利建設によってひき起

二された材料＇； r'i？要は“三就原則”［三よればその；fi

;1.h二子工業または仁鳴を建設すーることになるであ

人うが， がc-－購買販売政策，統一管理ゎ)J;U¥1］から

ナれば，都市同常じ荒からの供給が t；・えられるc

この場台， 都i行工業の需要にm：触した＇ ＇かぎりに
おいて供給されあであろうが， tit. {l'っ；ど予防合に/l:

fl立的な建設市首IJそれ自体が；｝〉さ十ぎと判定され

るであろう c こυ）ように，二．つの！J;Zr里lt 

f古をも J Jο1%0判一代前＊に二／） (() !J-;{tllJのなかでT

工業がど♂〉ようにカミわ ／） たかひ

1. 大工業投資と手工業

I 1) 設ifi'i物加工，軽工業のtT'l'P'

1950 年九月投機と闘い，財政収支：nJ:~J衡を実現

Jるために財政経；存工作の杭ー管坦の決定が行た

われたp この決定；土いくつかのlli＼，、をも ＇） てνた

い，そ川中の一つに， 全国の主要な物P琵の調達を

杭ーし、分散lたt＠，から集中におさかえることかげ

的と主れた、たとえ，t鉄鋼，綿糸、綿布，ス 7!iミラ
コークス，制，皮－.＇f, 染料守ベニヤ収などが政府

しI）抗一管理！；二おかれたc Iり!'i:?~一二土地改卒が完了し

たが， ヒj也改吊し引i主ifとともに司 11ilt！，八lffi,¥I，｛じさ

れるj長産物（士急速に減少していった。政府は 195:l

年ll月にまず殺物に司 S4'<pには綿花， i'fll脂作物h

ど，主要員E年令物に純一版完購買政策を導入し， J(l 

務供！台市jを確立した。 これらの政策は社会主義的

詑一市助の確立をめざす重要なステップであると

評伝Tiされた。たしかに， 流通機構を統一集中化す

るとぷこ上ョ》てその後の社会主義改造の実現可能

性を準備していった。しかし，反面，既存の手工

業iこ手痛い打事実を与えたこ左を忘れてはならな

い。とくに， 195:l4・, 1954年には農産物を原料と

する農産物加T業、軽工業の後退は著しい。 上海

を除いた天湾1，北京のような大都市から新麗，内

業九点州各、のような辺境にいたるまで，高島業，

皮革業，精米業，製粉業，毛織物業などの手工業

i't確実に減少した。大部分の操業停止を報？？して

レる地区さえ多いc たとえば，内蒙吉（77ページ〉，

遼命省（33ベージ），大原市（105ページ），湯江省

(111ぺーージ），新寝〔250ページ）など。

軽工業，農産物；J[l工業が大打撃をうけたとは農

村物材需給の視｝＼から考えると次のことを意味すー

る。良彦hi！工の副産物の喪失である。県域，集鎮，

農村は l~HI会にあってまとまった経済循環過程に

あった上うだ。この点はまだ研究していないが，

民荷物生産，h!L［，消費が副産物までいれて一つの

術環をもっていたと考えられる。 この循環を断ち

切ったことになる。たとえば農村または県域，集鋲

0）綿紡は綿実を畏民にのこし，油をとるであろう。

精米，製粉所はぬか・ふすまを農民にのこす。集中

原理の政策はただたに，燃料，飼料需給に影響を

l）たらす。たとえば，農村の搾油業の操業停止に

より，中央政府は農村の灯油として多くの石治を

供給せざるをえなくなり， 1950年2万7000トンで

あったのが， 1956年は実にその12.5｛去のお万40伺

：：ノを供給しているI'I 2’o これは先にすでにみた

石炭供給の噌加率をはるかに上回る。この政策は

J ')55, 5（）年には修正せ5るをえなくなった。農産

物！Jll工では 1957年 7農村で操業を停止している立

6ラ
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腐業，製粉業，搾油業は適度に生産を回復怠せな

ければならなL、。都市に集中しすぎた食器，油料

の加工工J号iま計画的に農村へ分散さずべきであ

る」（注3）という指示を出さざるをえなくなった。

第1節で作物がら，燃料，銅料の需要競合関係を

検討した。 ここに都市人口用農産物，輸出用農産

物の確保のために打ち出された統一購質販売政策

は社会主義統一市場の形成には役だったが， “三

就原則”は出され，農民の自立的建設活動がひき

起こす新しい前要を満たすには新しν悶離が発生

したことが観察できる。

(2) 生産財手工業の再編成

大工業投資ポ手工業にもたらしたもう〕〉の影

響は手工業が国営工場内下詰に再編成されたこと

である。 1957年までに行なわれた地方の基本建設

投資は多く（うものが中央各工業部門仁必要な物資

を供給するために建設されたものであるという

（注4）。地方への基本建設投資は主として地方国営

工場の建設を意味しており，手工業への投資では

ないが， 地方都市に地方国営工場を建設すればそ

の投資かそグ）池で関連産業をひき起こ「ことは予

想される。

第1次5カ年計画期の重点投資地区であった遼

寧省の地方機械工業の例でt土f従来， 、l'ji也の地方

機械工業は各方面の需要を必ずしも十分に考患に

入れていない。多くは工業とくに国営工業に関連

するものであり，それに重点をおきすぎた。襲業

関連工場の比重は少なし全省の地方機械工業の

中で10分の lにすぎない」（注5）。この資料は 1958

年のものであるが，手工業ではすでに 1954年にこ

のような傾向が散見されるつ

遼寧省の本渓市の手工業；土基本建設投資の進行

にともなって，金属業の手工業が消費財生産から

工業用財生産へと転換した。その転換過程は rn6 l 

66 

第1段階 日用消費財生産から農業生産財生産へ

m:2段措農業生産財生産から工・鉱業生産財
生産へ

第3段階工・鉱業生産財生産から部分的に基

本建設用財生産へと転換しつつある。

1950年前半には重点投資地i又ではなかった南京

市でもこの傾向が観察される「基本建設と関係を

もっ手工業は大きく発展した。たとえば，手工業

のなかで建築材料は1952年の 4.5f九金属加工は

2.5倍に増加したJ!/J 7)。北京市の手工業は，外地

で“三就原則”を奉じ手工業生産を始めたので原

材料の不足から全体的に停滞したが，基本建設関

係の手工業はずE践した（／J:8）。

iスとは都市子工業であるが，農村手工業を広く

含む各省の手工業の推移をみても同じ傾向がみえ

るのたとえば、新韓では基本建設にかかわる窯業

は供治不足でこF工業は需要を満たすことができな

かった悦9）。安徽省，黒竜江＇（！＇，内蒙古なども同

様の報告がある（／l:10〕。われわれの目的からすれば

中央の建設部門， 仁業の需要が、民主域手工業の再

編成をともなし＇） つあったか否かであるが， この点

については資料がこのような問題視点、から調査さ

れていないので確かめることができない。ただ，

基本建設用のれんが，砕石，：fi灰などの開発製造

は主坐して農村内部に存在した。

2. 農民の自立的建設活動と手工業

(1) 農村手工業の発展

il'Ht手工業は城鎮，都市子 i：業より相対的によ

り発展した。とくに，農村の兼蛍手工業の発展が

城鎮の専業手工業を圧迫した。いくつかの例をあ

けよう。四Jll省の鉄，木材，竹農具手工業は互助

合作組織が発展するとともに発展した（注12）。安徽

省でも同じような報告がある。 「農村副業性の手

工業生産は農村の互助合作組織が発展するにとも
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/c i，，＇国家の大々 的 fr_援助のもとに，日ごとに発

/Jをしてきた。それらの荒種は，鉄τ 木，竹工業以

外に，漁猟，搾油，むしろあみ（／：＇：：えば，~日，〔緩

席〕，箪などの〕，網作り，諜やき（れんが，かわら，

石灰，木炭，陶器〉，豆腐， 日用紙，宜伝用紙などが

ある」（注目）。さらに， 問様の報告は，河北省，熱

河省（現在の遼寧省商部〉の陶磁器業・鉄鋼業，内蒙

1"1，黒竜江省，遼寧省、にどの なかで確認で

きる 1 , 14）。

員村手工業のうち，とくに，；Jl只；こ関係する鉄，

木材，竹を材料とする手工業が農村互助合作社化

とともに発展していることに住闘しなければなら

ない。互助合作の進展がそれだけ農民の投資を増

加させていることを意味するからである。さらに，

民村手工業自体の合作社化は守 まず，これらの農

荒生産財をとりあっかろ手工哲か「》よく組織され

たことも注目すべきであろう たとえば，黒竜江

省の例では「現在すで；4組織された生産社は主と

して農業生産財を生産する業種であり，たとえば，

鉄，木材，皮革業が総合作社の70.1%をしめてい

るJ（注目）。この点は別の資料でも確認できる（注16）。

(2) 石炭，セメント（れんが〉，欽〈農具を含む〉

生産の手工業

第I節で農業投資関連防のうんラ石炭，セメン

ト『鉄の三つをとりあげたので，との3品目を生

産する手工業の動きを個別的に若干詳しく検討し

ておく。

石炭；第 1図，第16表で示したように 1956,57 

午川士法の狸掘り石炭泣：i195211'-に比し急増して

いゐっしかし， 1950，らI;cy,,n生in，，：，＼統計がなけれ

ば19店年は解放前に比してとくに発展したとはい

いきれない。

19印年10月燃料工業部は「土保保奮暫行処理弁

法」を公布し， ほとんどの土法炭坑の開発を制限

第16表土法石炭生産量 （単位：万t)

AL十
芹
今
A 量産

1950 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 

115([) 

460°) 
617（自〉

〔日間） (1）「国務銭関於発展ノトt：草津的指示1957年4
J] 12日J(Ii'中華人民共和罰法規葉車両5』）， 192ペ

『人民日羽田』， 1958年， 1月25日。

した。おもな内容は次のとおりである。

第3条， ただちに操業停止命令が出されたもの

（イ）鉄道，道路z主要建物に寵接，間接影響を

与えるもの，

（ロ）人民の居住区に障害となるもの，

川技術的に安全な条件がなく労働者の健康，

生命をそこなうもの，

（ニ）同営鉱区内，法によって，省，市，私営鉱

区内にあるもの。

第4条，期間をおいて停止命令を出すもの，

（イ）国家が大規模な開発を予定している鉱区で

の開発，

（ロ）国営および法によって省， rh，私営の大鉱

IX:にi議接し，大鉱区所有者の妨害となるも

び）。

開発が許されるものは，

μ） 辺区で石炭生産区とかかわりをもたないも

のでもっぱら当地の手工業および住民の需要

を日的とするもの

（ロ） 破壊され大規模開発が不可能であると所管

機関がみとめたもの，

州地方f青況が特殊で，少数民族地区。

以上の規定からすると開発できる小炭坑は少なく

なる。

67 
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他方，経済競争の原理から1952～54年の聞に多

くの小炭坑が閉山したc 馬寅初は次のように述べ

ている！注17）。「三日〕ほか物日Iiが高U、というのは長距

離輸送の影響によるものである。一例をあけ、ると

四川l有の調査するところによれ：:f,1952午から

1954年にかけて中央所管の大型炭坑は，相当地区

で不適当に大目、η小炭坑を排除してしまった！o四

川古川江津専l三では解放前1000余あ ＇｝ たも（／）/J :96 

しか残ってし、ないという。

以上のこと治川〉第16去の 1952年生皮量115)jト

ンという統計は小炭坑が縮小に向かっているとき

の欽寸こと考えられる。日向へのきあきは， 195,1,r, 

55年；U台ま η たようだ。 195'.1年末（1]Ii）の方JAtl凍

啓略論文のなかで，農民が石炭を燃料としてもち

いn：杓藁を堆肥にまわすよう主張しごいたが、農
民が石炭を掘れという指摘はなかった。しかし，

手口にの『一 日l査資料「では，原料，燃料不足

から，土鉄生産や石炭掘りを始めた揃江省，河北

省の例（注18）を者！置すると， 1954年頃から小炭坑の

回復の動きが11:1はじめたと想定される。そして

1956年の大規模工業投資と農業の高級合作社化に

ともなう肥料ff：りの増大から石炭市建がJ急速に増

大し， 1957年4月14日小炭坑開発奨励の指示が出

され， 同時に、その発展のために国家の補助金さ

えIHされるようになったc 1954, 55 ＇.［司、炭 JJ[v'）椅

小から回復，さらに発股へと転換せしめたものが，

先1}1でみた農主協同化にともなう立民の投白Zifi劫

の拡大， さらに農村手工業の発展にあるととを確

認しておきた'v'. 

セメント（れんが〕；セメントの場企はJ石炭，鉄

と時間的に若干ことなった動きを示している。中

央の当局者が.·~村地区ヘセメンド！ブ誌を建：立する

考えを公にしたのが， 1958年2月の第 1期第ら同

人民代表大会における王；，，発言u,1:1 －：：・あり， 1：鉄

68 

が56年末，小炭坑が57年4月に，それぞれ回復・

発肢の方針が出されているのと比較すると 1年の

遅れがある。 これは工業用・農民の基本建設用の

基礎材料として， セメントのかわりにれんがが使

われる場介が多かったのではないか。 1957ifのれ

んが生産は 139億個で， その工業の特徴は次のよ

ろに言われている。「れんが工業の特質は生産が多

く，分布が）よく，工場規模がノトさく，数が多い，

設備が簡単で大部分が手工操作であり， “現地調

i主現地1:ilF.，現地販売”に適しており，長距離

輸送には過さないJ<t¥'20〕。

『……調査資料』に弘、れん/J：，石炭生1直ぴ）発展

が随所て昏述Jくらiも

セdント生産へと移行するには， 1957年末からの

大水利建設，有機肥料設鋪建設をへな付jLばなら

なかった。

政（農I'!:工場〉；持17夫は土鉄の生産推絡をまと

めたものである。か ） ..：内は推測値，その恨拠は下

記の用丈のなかにある。 1953年頃から生産が低下

し始め，55{j'.(こは前年の50%に減少したようだ。山

西省が54年4.2万トンから2.1万トンへ，湖南省が

2.2万トンから1.1万トンへと減少してヤる（主21)。

ζの理由を『大公報』は次のように分析している。

「解放後，党と政府の支持のもとに，土鉄生産は

以前より少し発展したが，発展の速度はおそい。

第17表土鉄生産量の推移（単位：方t)

年 次 生 産 量

1934 13.5'1) 
51 
52 (14) 
53 (13) 

54 :1~余）) (2) 55 
56 
57 16.3(3) 

（出所〉 (1）『中国近代手工業史資料3』，800ページ。
(2）『大公報』， 1956年12月31日社説。
(3）『人民日報』， 1957年6月24日社説。
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簡単な民共， J主民のこのみにあう大l；を組織し，I＇可（系：＇，目 Ii守山ヒ鉄Mこたゾ）原田；t,

，：：三具の生産を強化すべきであるj山23）と述べてい活展'itかない

:1年大工業内

}l': L司... ・f支／1'.J'/J;JSくJLており・

新式毘具の生産にあた•）て「城市工業主た，ア
と3•• u こ♂） '.::' ぞれに｝Jflえとと・r;・えた。

けれこq，，ト城鎖と子工業〕は国！坊の需要を保日正するとそ；！）＼；と＇f1;1をうけ，くず鉄0・rliJ品；こ大此（こ.－，.・己「》jし

農民の生産条件を改善し，災

民村にたいし，民

し、：，Wll!Jのもとに，

主•，円低抗力を強めるために，

t：鉄't:j)/ 

し／）民11むと技術指等をひ；jhえめにし／こい 195:l～5:-;.-q

士一Ctよ干；r，足＇） l'l:iユ～.－>1｛ド｝））場｛，と1,,Jじ：JX:f&t・ /;_ >. ) 

- ' J ' 
- V) Iご会＼U'J;1 t ；市［をj見守i/J、活＇tLた。

水車，農薬，農業lU，勾EUして必要な折式農民，

機械を製造しなければならなL寸川 24）と指示して一人工業と（／ 1官ι争1r11系による結小現象がみじれt〕司

1＼）：／）年までに全国の各城鎮で：l()（）（）余の鉄木業生

産 （；－作性が生まれ、il:'S), 1957 q：までには全｜工iで2

万個所の民兵修理所が建設されたii26' 0 

l (J「百年11乃nr::1 f、f『人民日報』 i上［地方［業l土

！忠業iこJJEf1完する方主iをl前散しなけjLばならなし、j

' -~ ）、くJ,／、），
-" 

これはー l~J.!t村建ぷ需要の増大とは示j百するか

iりfd，ら1,r ic頃でーl十でiこみたとおり．i二｝，λ；Lと，，，，

,'s: (, 

:l't民鍛；f,8v＇〕材半、｝が不；｛

出村でiょく f主主l:Jlj,:山努力が打、われごし、る。

古市街、ノiJ易f「iこi工，

レ i‘令－
J り＇ -' i：鉄ハIJIJ在Eワー汚えら：！l C，、fこcし亡、

農村でl{l大j・

ぷ：、J笠J主rH詰：要信に工主が L、治、にtt処

《）ゐ1f1•λ政耳：［の i；主初jの反見：であと3。その背後には，

この社説は，土レうH：説をのせた。!'.'!:itν1ノ主主J)f；見合 ・1・；ナ山本｝はし、く／〉もみ、ufこ~ ,lL 

／ことえばう l山，1年末、出村山鉄業はJ1ミJt＇、.• 
主主制附：大からJl,',it','：こ月比iょしたとレラ熱1i,J'i''i'c＇）例，

一ii子唯物正ii二k '/: tこめ JJ；（料供給山、不足L'／’i 以上のi会，；－tでみときたよりな農村の動きがあ〆》，hこ

ことを忘れではならない。I~ 心 'ffi，／二 1':1w山山1/,frt；二1,・,1h・A > ・-" ＂：，合えなく江
(;Jl) 

5/l > 0 

< n, 2 > r ~~： bよ；：必え；（u,.i1•'1itf.!if』，1957'1,l¥o. 10), 

1'11/[iノkl託行 u11共八ゴリ、三文献L 1957与，ミらにl¥1:il討す；（料不足を耳i(;i'iナ心にめ土鉄生'I 
11, 

. .::.Hら山1ド丈一とーふとcl立：合併，il,Iこi折iーじ缶、山か1]
JG ν＇） J：鉄生！主 J)Hi；白•J 、と企

10<- •o 

en 3) 1•1•:tH· うよけlibs 傍院 fFII¥ 1；.りと訂i工l'JtKJ;I,',.

えi,1JC『11 (frifと液』， 1957｛ド， No. 6), 3へ c/o 

(il 4）『人l¥';11 1/l，』， 1957ノ：12ノil3 i I 11 i託。

(i.L5) ｝＇ピJ玄反・ i!.'jJ＼；古1JI XIJ也・J；決械工、tlclJ(t'I’・） . 
1主ぶl:U（『，;jl'lq t長汚l, 1958；ド， No.7), Hiベーン。

〔ii:6) 『－－・・・，／！.）ltれれ』， 39ヘー

( ii: 7 ) j,ilJ.:, J 41 ・＜ーンo

〔；1s) ,,,J上， 9ペー＞ o

C ,1 9 ) 1, ,J i , 250ベーベ

Ci仁10) 戸・］ l:, ：ヰ125,53, 79ベーャ•o

〔1i.1l) ：，；，＇.＇.；，」＂ r ,,:,: ！仁川家 ill ，；＇.）：’ふ •);.i ｝（））先決ill，＞；よH

x 1:;u c『泣＇＇tJ,1958’i4F,28:l',J), 31ペーゾ
C n 12) 『・・・・，Jt;ff Y山村』， 206ペ ジ。
(ilB) ［日lL, 122ぺ／。

(d14）いiL 31, 61. 75, 82, 85, 93-"--／。

一的に，；えIYJ} ／.：，必要が

./11,rli ある。それ；土;j；のように 1よえなし ιにんうか。

山氏J）土鉄生産法大工芸のくず欽位；fJじりで減少，

n村山ヒ鉄生産はがえってよ民大しかし，iUしたQ

した。 l%6年J)J二芸山大投資と農村山f,:j級台｛下位

中央政府（じi土石炭i二社jる山とiぃlじ効果fと生｝；.， ／。

は1%(i平1LJ1:, l日.> ，，、 i 二土鉄山凶l~と発展のJ昔出

それをえ：ぇ／こ；t：要以をとらさるをえなくなった。

やはり農共生産(l)j:同大である。

J!tHじJ札鍛;f；屋；土一民して増大してL、る。 iり51

年 lJjし＇）民兵工作会議では平くもに i>.:/L;! ,), L山正；

6ソ

大衆‘

小型鉄1:m，鍛'd1＇）も

比l士各地のkllli'i指導機関；土，；1-w,it+ーを 1,,. ！て，

υ）＇j;ミIi芸i}）需要；二 'L'-: -jきτ
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（注15) 向上， 61ページ。

（注16) ；：，支林「当日1//iJ也｛，年社的i日A,'.'JJ＇.：前橋工

作Jcr,11 !cJ .＇没沌l』， 1952il，，氏。 16),19、ー
（注17) 馬資初「わが経済主主論哲学忠必Lよひ政治

的立場日」er鳥寅初論文集』，翻訳本）， 89ページ。
（注18) w ......調査資料J,117, 91ベージ。

（注19) !.1l「建設小1¥17／：泥阪支持農4ずれ点千llJ（『新

車半月llJ,1958年， No.5), 72～73ベーン

（注20) 陳繁溝「満足関家建設需要大力発浪速築材

料工業」（『建築』， 1958年4月28日〕， 33ページ。

（注21) 「民公報』， 195fi1ド12月31日社おc

（注22) じ…調査資z口、 75,82. 117 
（注目） 「1950年農具Tf"l"FII'，及19511]![ I川（「cj1同

慶報』， 1951年， Vol.2～5 ), 6ページ。

（注24) 係予英「苓北人民戦勝自然災君事的経験和対

今後的奴，，， } (,IJ （『中凶f''ilム 1952年， No.l), 16ベ

ー ν。

（注25〕 『新車新聞稿』， 1954fJ:.12月8IJ,11、ーシ。

（注26) 李脊玉「目前農業機械化工作的主要情況及

今後意見Jcw中国農報』， 1958年， No.3), 7ページo

III 「j1 1日経済発展にかんする一つの｛U説

l. 大工業投資の循環と農民の投資による循環

第 1tiri－：.＇土地改革以後の民民治川、治 ιに山立的な

建設活劇；二芳明してきた刀誌をみ， それi二

き起こされる建設材料の需婆は莫大な数長主に達す

ることを論証した。第2節では，その建設活動によ

ってひき起こ亙れた材料需要は国家の大仁主投資

によってひき起こされた浪裂を一定の税創立i係を

形成してきたこと， その競合関係の下で，未利用

資源が手l]/ti＇され，次の段階では，工業部門に十分

な材料を仰：；ない農村が子工業建設を行トコて自

給の体制を整えていったo1956年の高級合作社化

と都市工業への急速な投資は農村の材料自給化体

制を作る環境を与えたu パ葉をかえて ：；－えば農業

における投資活動が農村子仁業をより発反させ，

集鎮，県域，手工業を自己の経済循環のなかへくり

込んでいくコースが観察できた。具体的には石炭

70 

工業では， 1957年4月の小炭坑開発指示となり，

鉄端では 1956![:12片31日の土鉄生産の回複と発援

の ｛k公報』，，A)；；見であり， さらに，セメントでは

1958年2月の人民代表大会における王議発営であ

る

1958年5月に設定された大躍進政策にみられる

小型工業の建設という新しい路線は，以上のよう

な農民の長い自立的投資活動のなかで形成されて

きた一’ースの発展である。 しかし単なる発民では

なく、 1957年10月から始まった大規模な農民大衆

による水利，植林，堆肥作りの運動によって路線

にまで高められたこと，さらに， それが一つの新

しヤ組織一一人民公社を生み出す芳：を含んでし‘た

こt.＇.に注呂すべきであろう。人民公社こそ，農村

建設の生産財の自給と農産物加工を行なっていく

組織であり， どの組織が遠い将来農・工結合の新

形態を生み！日そうとしていることを考えるなら

ば，農民大衆の自立的投資活動を基本にすえた中

国経済が描かれなければならない。

社会主義建設とは， 従来，中華／人民共和国主主z去

作文i二もあるとおし生産関係における私的所千T

制の止揚と社会主義工業化のニつを内容としてい

た。さらに，社会主義工業化とは，重工業優先政

策にのっとり， 大工業を建設す一ることを意味して

いた。農業政策は，その重工業優先政策を与える

に十分であるか否か一一言葉をかえて言えば，増

大する都市人ilを十分に養なう tiけの商品化食糧

の供給をいかにすJ,Lば可能か，軽工業品輸出，資

本財輸入を実現せしめるだけの十分な農産物原料

が供給しうるか苔か，工業化の初期に必要な資金

の提供者となりうるか否かなどの視点から設定さ

れてし、た。この視角からすれば，法業部門は大工

業経済の循環のなかにとり込まれていく過程とし

て描かれればよかった。たとえば合作社化をとっ
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てみても，いかに農村内消費を抑制し都市へ食韓，

原料が供給できるかという視点で研究がIi:されて

きた。

われわれは国営経済， 大工業投資が作る経済循

環過程の存在を認めるものであるからこのような

視角を全而（t'.Jに拒否しペヤ。 しかし1)--1::Jの段階で

過去20午！日Ju；中国経前を観察するに， これでは不

十分だと思、う。いや，もしこの視角だけから中国

経済をみあならば，まちがっているとさえいえるo

われわれは民民の独自な肉立的建設r，付ノbによって

作り出される拡大再生産メカニズムを承耐し，国

営経済，大工業投資によって作られる拡大再生産

メカニ式ムとの併存を二汚えたい。後者が古1i者をか

ずれと I)込んでいくとちえ（仁ヤ。むしんその逆の

J場合さえ予想されるClll 1c 

そこで農民の独自な自立的建設活動とはどのよ

うなも心点、を規定しておく必要があろうに抽象的

には， 集1！［労働によ ζ〉農業経営体の流動資産，国

定資産の地力IJをもたらすいっさいの建設労働をさ

す。呉体自りには，選種、病虫害防除，増肥作り，

水利建，，止、 情林，道路連f没宅生産的施1立などをさ

す。

2. いくつかの批判

以上♂）lf!,r 

つかある｛！ 

(1) 中国における民工のとり扱いについて

50年代の国家経済統計が重工業擾先政策の視点

から収集され編成されていたとしても少しも不思

議でじなL‘。国民経済における消費と蓄積，農村

における消費と蓄積の量的確定においても同じこ

とが言える乙 1957年の段階では農民の連本建設，

堆肥｛乍りなどの蓄積苦f与平の計算は確定していな

い。たとえば，王耕今は「“植樹，植林”の生産

額はいかに計算すべきか， “厩肥”“縁肥”の生

産額を計算すべきか，否かなどは完全に問題がな

くなっているとし、うものではなL、。われわれはこ

れらの問題｝こっきさらに一歩研究する必要があ

る」（注2）と主張している。さらに1957年の経済計

両統計の方法にかんしての説明では「洪水予防，

N:.七保持， 堤防建設，小型農同水手lj補助費，農村

山道路，橋史、，排水設備などにたいする補助費は

投資額に入れない。その理由は，これらの工事は

修理的なもので固定資産を増加しない。あるもの

は突撃性の措施であり，事前に計画化してなし、。

さらに大部分は大衆が行なう建設工事であり，任

務が分散的で変動が多く，計幽管理に責任をもっ

人がいない」（/i:l）と述べている。中央からの補助

金は投資へ入れないばかりでなく，そこにあげら

れてし、る理由からすると，農民大衆の基本建設労

働も投資の項に評価されないようだ。第1節2頃

のお10表の水干I］工事だけをみてもその建設量はけ

っして修理的性格のものではない。

1957年10月から大々的な労働投資が行なわれる

に及んで，農業部門の蓄積計算については農民大

衆の参加労働を主面せよという意見が出された

CH；。しかし， 1959年論文では，国家計画にはい

っている水利建設に参加する農民労働の評価は開

通になったが， rRI家計画以外に農民が独自に行な

う建設工事長の評価問題は出てし、ない｛注5)0 十で

にみたように， 1953年以前では農民の手による瀧

蹴工事は80%を占め，大躍進期は 97～98%を占め

てしる。水利建設，道路建設は固定資産として残

る1）ので評価上の問題はまた存易であろう。植林

とか価値移転が1年で終わる有機肥料作り，選種，

病虫害予防などの大衆運動はどう評価されたので

あろうか。

農民参加のもののみでなく，手工業者も参加し

た小工場の生産能力も 1959年は国家の統計範聞外

7 [ 
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で（＇l＼：古自身は本誌 1967年12)1号の「大躍進の再認0，城以上の建設J瓦日が，iin:されていにおか｝Lた。

都市人口市の消費財不足という祝点から{iniJ で，たにすぎない｛川｝。したが－－，て，有機！肥料日現｛系の

農村工業て山政策形成を論じたc そして結論は，便所、家畜小尽建設は者偵のtよか：ニJ:;¥ある／JEj留、

｛ヒの’支現によって人iiの都市集中を防ぐことがで

農産物加工か／）農村工業が農業生産財工業，* 
工業化と}11,!c業発）廷に寄与し，工業であるかぎり，

ノ士業の相対的遅れを解決するにきわめて有効な政

との被点はあくまで大しかし，;tであるとし た。

て主役資によって生まれてくる論理を軸tこした見

大躍進期に行なわれた，したがー，て，}jであるQ

ノ＼されて＇1、るか」、ないかははなはだ疑問である。

丈化大事命の旗手と必 J た山｜西'ti'cr:>大定的；まで

は毎年1人ijlJ::c-J80余日を基本建設に投じてきた。

大草式畏業といわれた下丁家大隊（t10〔H/11年平均

1人,5（）日ずJ〕基本建設に投じてきた J , 7 I。中！王llミ

業はトラクケーステインョンヤ大水戸i工事以どに

たいする国家投資よりむしろ農民のこのよう h地

味な基本建設活到にkj て発展してきたといえよ 将米のi企業革命をrfi揺する19.5府， .59年の土壌改良

水利建設運動，植林運動，農民運動，深耕運動、諸積は貨弊形態だとし、う汚ぇ ｝j/t修正されなソリ

グ）技術革新運動などの意義をつかむことはほとんけれ；工、ならない。

大工業投資の生み出す経済侃環ど不！す能となる。農業部門を工業化の踏み台とする汚え万lこi2) 

が経消発展ti）動力となるとし、う考えを承認するかついて

剰余消費財不足を基点とした方法は有効性ぎり，ソ連，1〕社会主品工業化では農業部門はIii引い！な工

それから出された結果が無限定

ここに農民の

農村工業化

になれば不十分さから誤りに反る。

51¥ 下1ti:白立的投資活動のZ区点をすえ，

しかし，をもっ，，Ltこカ：

大工業と fト畏の矛屑が発生す一るからー，J、民

業fヒを推し進める支えと考えられてL、た。

-i 、，
工業化に必要な食揺とJ;:三経済をコルホーズ化し，

それによって， :ffl¥

1朽の1,nt経済ではなく農村の人民公社が共産主義

への千年行を説明したいと忠う。産物原料を供給できるようにすればよ十日ぜ寸政

を実Hlする最適の組織形態であるという［9.58年12

月山人民公tUこかんする決；議の意味が理解される

ン一トンはこのメカニズムをさら

己主部門l土発展し上ろかし主し、

f哀が／l:Jてくる。

に極端に理解し、

工業化に必要な物資が調達でささえすればそが、

であろう。この考えからFればれでよいとし、う汚えだ川針。

題間3 工業内郊の蓄積でまか1ιわれと〉これらの物資：土、

民民の自立的投資活動が作る経済循環という考その調j主のi古大卒/J;j ようになり，

土地改革における“下からの土地改革”えは、二日〉農業合作化への［正力は出土らJふをえt;，，、。

“i二からの土地改革”という考え）jの中から生ま考え－Jjが lドlkiの現実を説明しえないこといすでに

土地改革にたいするこの整理はれたものである。述ぺた。

滝川勉Jtによって行なわれたものであるがけt9), 大躍進政策の形成につL、て(31 

下からの大EH9年以後の社会主義建設過程では，スパ／大躍進政策の形成に ／）し、て，

クtの資本書耳、硝，i¥tt(どf五；奇心）jl_f面かじL、〈っかげ

_:t観11主的；IL

経験が何回となくく

その適用

衆運動によって既存の政策，

つがえされてきている現実をみるとき，

が可能のように思われる。

ここではそれぞれの解釈を

そのなか

目見 l~j がなされてきた。

とりあげて検討をする余裕をともたなL0 

2
 

円
J
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農民の集団t't'.Jな白出向投資活動による経済循環

が中国経済発展の動力であるという考えを承認す

るとすれは， A jれわ）.1i 土次のような大きな問題を

検討しなければならないであろう。

！イ） 国戸、け大工業投資が作ζ》経済循環土原理

i'(Jにどのように相通トるのか。

加）農民の自立的投資活動が集団経済を実現

してきたっ 土地改本によって私的な農民的土地

所有制を実現して以後，なぜ，農民の投資活動

以渠団所ffiHiJを推し.i!f;，＼メ勺ざるをえなか，fこのか

なぜ推し進めえたのか。この問題につし、てはす

でに多くの研究がなされているが，社会主義建

l設における“下から νり土地改；阜、の意義を追究

するとし、う視点に立ってあらためて検討されな

ければならない。 Ei.'i:1, 54年にl:l本の1tjiii.I学会

は土地改革と経済建設をめぐっ ζ 若干の諭争が

展開されたコ現在時点からみると認識に大きな

限界があ）たようfニしこの点、i二＇） し、てLt,}IJ稿を

用意するつもりであるが，具体的に次のことが

らを検討しぶけれi工1リ》ないであろう。

私的な農民的土地所有制を実現しながらそれ

を止揚し口、くとし寸貧農，下回中農のブ。口レ

ダリアート性の性格規定。

これら農民の地道な投資活動を保証するもの

は何か， この問題は（りにもかかわる。さらに，

それを可能にする制度またはそれによって生み

山される；＼；！JI主の特質。

〔注1) 二＇，点はか i日：ある0 ＇イれ穏をあ〉ため

て論証したし、。 1958年の大躍進政策，文化大革命は

“三就原HIJ刊また“ J ミューン原J'n＂の勝手 lj；与えら

。
り
／
札

4
2
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（注2〕 三五緋今「我対農業総産値計算方法的幾点意

見」（『統戸IU＇，』， 1957'1・,No.1), :iベー γ。

〔注3) ! ,;j；経済;1:I, L今国家主1庁主！合計i面l)"y}j法処

論文（『計画経済』， 1957年， 8月）， 25ページ。

OH) ！日：：主.「研究積累問題町J原則和方法」（『統計

研究』， 1958年， No.5）。

（注5〕 湖北省統計局基本建設統計科論文（『＂十回与

統i汁』， 1959年， No.10), 29斗 －ジ。

（注6) 哀干城，惨揚森「対基本建設新Jf／生産能）］

己｜算カ法的幾点意見」 （『五十劉与統計』， 1959年， No.

11), 33ベーν。
(lt 7) 張永lド「人民公社社j体経済労働総累約＃）J!,c 

探訪」（『経済研究』， 1965年， No.11), 19ベーン。

〔注8) シートン，小泉等訳『ソヴイ且トプ〉経済発

侠とi!'v:↑W』（書I］文tL1959年）。

（注9) 滝川勉「現代アジプにおける土地改革の謀

本性栴にかんする一考察」 〈滝川勉・斉藤仁編著『ア

シア＜.＇） u也制度と際付社会構浩ふアシア経済研究所，
1968年12月）。

〔調査研究部〉
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